
日
中
関
税
協
定
と
一

九
三

O
年
閥
税

久

f呆

亨

は

め

に

第
一
節
目
本
の
税
率
協
定
要
求

第
二
節
税
率
協
定
問
題
と
中
園

第
三
節
目
中
関
税
協
定
の
交
渉
過
程

(
一
)
税
率
据
置
品
目
に
関
す
る
交
渉

合
己
篠
約
形
式
に
関
す
る
交
渉

会
一
〉
税
率
据
置
期
聞
に
関
す
る
交
渉

第
四
節
立
法
院
の
異
議
申
立
て

第

五

節

三

O
年
関
税
の
編
成

(
一
)
財
政
部
原
案
の
作
成
と
そ
の
施
行
延
期

合
一
)
財
政
部
原
案
の
修
正
過
程

お

わ

り

に

じ
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tま

じ

め
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近
年
の
中
華
民
園
史
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
園
民
政
府
の
民
族
主
義
的
な
性
格
、
並
び
に
そ
の
経
済
政
策
が
中
園
経
済
の
自
立
的
護
展
に

(
1〉

封
し
果
た
し
た
肯
定
的
な
役
割
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
と
は
い
え
園
民
政
府
を
め
ぐ
る
複
雑
な
園
際
関
係
、
園
民
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政
府
を
捲
っ
た
個
々
の
政
治
家
の
考
え
方
や
行
動
の
特
質
、

社
舎
的
経
済
的
諸
勢
力
と
の
関
係
等
の
解
明

(

2

)

 

は
、
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
歴
史
の
理
解
に
不
可
紋
な
は
ず
の
細
部
が
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
し

政
府
の
政
治
行
政
機
構
の
賓
態
、

か
し
研
究
の
進
展
を
阻
む
要
因
の
一
つ
で
あ
司
た
史
料
の
不
足
と
い
う
扶
況
は
、

(

3

)

 

あ
る
。
木
稿
は
南
京
、
蓋
北
、
東
京
な
ど
に
お
い
て
新
た
に
整
理
・
公
闘
が
進
ん
だ
史
料
を
用
い
な
が
ら
、
日
中
闘
税
協
定
の
締
結
か
ら
一
九

コ一

O
年
関
税
の
貫
施
に
至
る
ま
で
の
日
中
南
闘
聞
の
外
交
交
渉
の
過
程
と
園
民
政
府
の
政
策
決
定
過
程
を
具
瞳
的
に
た
ど
り
、
上
記
の
課
題
に

一
九
九

0
年
代
を
迎
え
る
頃
か
ら
、
急
速
に
改
善
さ
れ
つ
つ

一
歩
で
も
迫
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

中
園
の
関
税
自
主
権
が
完
全
に
回
復
し
た
の
は
、
一
九
三

O
年
五
月
の
こ
と
で
あ
ア
た
。
日
中
関
税
協
定
が
締
結
さ
れ
、
列
強
の
う
ち
最
後

ま
で
未
承
認
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
日
本
が
、
一
部
品
目
の
税
率
据
置
な
ど
の
傑
件
附
き
な
が
ら
も
、
よ
う
や
く
中
園
の
関
税
自
主
権
を
承
認
し

こ
の
年
の
末
、

一
二
月
二
九
日
に
中
闘
園
民
政
府
は
新
し
い
稔
入
関
税
を
公
布
し
、

た
。
こ
れ
を
普
通
、
公
布
の
年
に
ち
な
み
一
九
三

O
年
関
税
、
も
し
く
は
筒
皐
に
三

O
年
関
税
と
呼
ぶ
。

一
九
一
一
一
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
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た
か
ら
で
あ
る
。

(

4

)

 

日
中
関
税
協
定
の
締
結
過
程
を
日
本
側
の
動
き
を
中
心
に
解
明
し
た
作
業
と
し
て
、
副
島
昭
一
の
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
を
手
が
か
り
に
し
な

が
ら
、
本
稿
は
、
と
く
に
中
園
園
民
政
府
側
の
政
策
決
定
過
程
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
節

日
本
の
税
率
協
定
要
求

関
税
協
定
を
結
ぶ
た
め
の
日
中
南
園
聞
の
外
交
安
渉
が
日
程
に
の
ぼ
り
、
中
園
の
関
税
自
主
権
回
復
が
目
前
に
迫
っ
て
き
た
時
、
日
本
圏
内

の
一
商
工
業
者
た
ち
は
自
園
政
府
に
封
し
強
力
な
働
き
か
け
を
行
い
、
日
中
南
闘
の
聞
で
税
率
協
定
を
締
結
し
、
中
闘
に
低
率
の
聡
入
関
税
を
維

(
5
)
 

持
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

一
九
二
九
年
六
月
一
日
、
日
華
質
業
協
舎
と
白
木
経
済
連
盟
舎
は
日
華
遁
一
商
篠
約
の
改
訂
問
題
を
テ
l
マ
と
し
て
第
一
回
の
聯
合
協
議
舎
を

聞
い
た
。
以
後
、
協
議
舎
の
開
催
は
十
数
回
に
及
び
、
各
業
界
ご
と
の
具
瞳
的
要
求
を
と
り
ま
と
め
た
文
書
が
日
本
政
府
に
提
出
さ
れ
て
い



〈

6
〉

る
。
こ
れ
と
卒
行
し
て
東
京
商
工
舎
議
所
や
大
阪
商
工
倉
議
所
な
ど
で
も
話
合
い
が
進
み
、
同
年
七
月
八
日
、
日
本
一
商
工
曾
議
所
日
支
通
商
燦

約
改
訂
問
題
委
員
舎
の
名
義
に
よ
り
日
本
政
府
に
劉
し
「
日
支
逼
一
商
篠
約
改
訂
-
一
関
ス
ル
意
見
」
と
い
う
文
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
意
見
書

は
園
際
情
勢
か
ら
見
て
中
園
の
関
税
自
主
権
承
認
は
避
け
ら
れ
な
い
と
の
認
識
に
立
ち
、
衣
の
よ
う
に
傑
件
附
き
承
認
の
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
「
支
那
政
府
ノ
関
税
自
主
権
ノ
回
牧
ハ
日
支
逼
喬
一
貿
易
上
ノ
将
来
-
一
割
シ
多
大
ノ
脅
威
ヲ
興
フ
ル
虞
ナ
シ
ト
セ
サ
レ
ト
モ
、
昨
年
来
米

園
ヲ
始
メ
諸
外
園
カ
既
ニ
支
那
ノ
闘
税
自
主
権
ヲ
認
メ
タ
ル
以
上
、
濁
リ
我
園
ノ
ミ
之
ヲ
垣
ミ
難
キ
事
情
ア
ル
ヲ
以
テ
、
左
ノ
篠
件
ヲ
付
シ
其

ノ
要
求
ニ
慮
ス
ル
ノ
外
ナ
シ
」
。
そ
し
て
関
税
自
主
権
承
認
の
た
め
の
篠
件
と
し
て
、
①
重
要
品
目
に
劃
す
る
「
成
ル
ヘ
ク
長
期
間
ニ
亙
ル
」

税
率
協
定
の
締
結
、
②
内
園
開
税
の
撤
慶
、
③
圏
内
消
費
税
課
税
の
内
外
同
等
扱
い
、
④
陸
境
関
税
三
分
の
一
減
税
の
維
持
、
⑤
外
園
人
管
理

(
7〉

の
現
行
海
開
制
度
存
績
、
⑤
噸
税
の
軽
減
と
い
う
六
貼
を
あ
げ
た
。

し
か
し
経
済
圏
瞳
か
ら
上
記
の
よ
う
な
要
求
を
提
出
さ
れ
た
日
本
政
府
の
側
に
は
、
そ
れ
を
す
べ
て
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
複
雑

な
事
情
が
あ
っ
と
。
な
ぜ
な
ら
政
府
と
し
て
は
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
の
問
題
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
第
一
一
は
園
際
情
勢
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
一
九
二

0
年
代
末
の
嘗
時
、
列
強
聞
の
角
逐
は
次
第
に
激
し
さ
を
増
し
て
き
た
と
は

い
え
、
な
お
依
然
と
し
て
園
際
情
勢
の
基
調
に
は
一
種
の
園
際
協
調
瞳
制
と
し
て
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

u
ワ
シ
ン
ト
ン
瞳
制
が
存
在
し
て
お
り
、

列
強
聞
の
公
然
た
る
武
力
衝
突
は
相
互
に
回
避
さ
れ
て
い
た
し
、
ア
ジ
ア
な
ど
欧
米
以
外
の
地
域
に
於
い
て
は
民
族
主
義
政
権
の
撞
頭
を
容
認

(
8〉

す
る
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た
。
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一
九
二
九
年
に
成
立
し
た
民
政
黛
の
演
口
雄
幸
内
閣
も
、
こ
う
し
た
園
際
情
勢
に
適
躍
し
、
外
交
問
題
の
卒
和

的
解
決
に
向
け
努
力
す
る
立
場
を
表
明
し
て
い
た
。

第
二
に
嘗
時
の
日
中
関
係
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
演
口
内
閣
の
前
の
田
中
義
一
内
閣
が
「
積
極
外
交
」
と
し
て
知
ら
れ

る
強
硬
な
封
華
外
交
を
推
進
し
た
結
果
、
日
本
は
山
東
出
兵
、
張
作
震
爆
殺
事
件
等
を
通
じ
て
中
園
側
か
ら
強
い
反
護
を
招
く
と
と
も
に
、
列

強
中
で
も
ひ
と
り
劃
華
外
交
に
於
い
て
孤
立
す
る
羽
目
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
支
配
層
の
中
で
深
刻
な
危
機
感
を
も
っ
て
受
け

129 

と
め
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
在
華
有
力
日
本
資
本
が
名
前
を
連
ね
て
い
た
「
金
曜
舎
」
の
機
闘
誌
は
、

決
の
よ
う
な
論
評
記
事
を
掲
載
し
て
い
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る

「
最
近
英
米
二
園
の
封
支
態
度
が
所
謂
そ
の
親
善
政
策
の
旗
峨
を
鮮
明
に
し
、
政
治
上
経
済
上
著
し
く
接
近
し
来
っ
た
事
貧
」
が
あ
り
、

「
今
や
列
強
は
支
那
に
協
す
る
こ
と
に
よ
り
自
れ
を
利
し
、
支
那
を
富
ま
し
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
を
富
ま
し
め
む
と
し
つ
つ
あ
る
。
・
:

こ
の
時
代
こ
の
趨
勢
に
虚
し
て
わ
が
日
本
は
何
を
信
用
し
つ
つ
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
我
ら
現
地
の
一
商
人
は
特
に
こ
の
黙
に
多
大
の
疑
慮
を
感
ぜ
ざ

(

9

)

 

る
を
え
な
い
」
。

こ
う
し
た
危
機
意
識
に
腔
え
る
べ
く
、

演
ロ
内
閣
は
新
政
権
護
足
に
際
し
て
の
十
大
政
綱
の
一
つ
に
「
卒
和
的
日
支
の
園
交

刷
新
」
を
掲
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
第
二
次
幣
原
外
交
が
こ
う
し
て
開
始
さ
れ
た
。

第
三
に
は
、
園
民
政
府
側
の
日
本
に
射
す
る
姿
勢
に
、
注
目
す
べ
き
獲
化
の
兆
し
が
生
ま
れ
て
い
た
。

の
佐
分
利
公
使
が
王
正
廷
外
交
部
長
に
劉
し
互
恵
税
率
設
定
の
可
能
性
を
探
っ
た
際
、
王
正
廷
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

一
九
二
九
年
一

O
月
二
O
目、

日
本

「
:
・
・
・
・
日
本
向
支
那
商

品
ハ
原
料
食
料
品
ニ
シ
テ
無
税
ナ
ル
ニ
反
シ
、
支
那
向
日
本
一
商
品
ハ
工
業
品
ニ
シ
テ
有
税
ナ
ル
カ
故
ニ
、
税
率
ノ
協
定
ヲ
震
ス
モ
互
恵
ト
言
フ

ヲ
得
ス
、
支
那
園
民
ハ
必
ス
ヤ
虚
僑
ノ
互
恵
ナ
リ
ト
テ
反
封
ス
ヘ
シ
。
然
レ
共
支
那
ハ
政
治
的
-
一
日
本
ノ
援
助
ヲ
受
ク
ヘ
キ
カ
故
ニ
、
其
ノ
代
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償
〔
原
文
で
は
「
封
償
」
〕
ト
シ
テ
経
済
的
利
盆
ヲ
日
本
-
一
興
フ
ル
嗣
覚
悟
ア
リ
。
依
テ
支
那
カ
一
方
的
ニ
特
定
商
品
(
品
目
ハ
極
度
ニ
限
定
ス
ル

一
定
ノ
期
間
(
時

-
二
年
ト
言
ヒ
時
ニ
二
、
三
年
ト
述
ヘ
タ
リ
)
現
行
税
率
ヲ
据
置
ク
コ
ト
ト
鴛
ス
ヘ
ク
、
其
ノ
形
式

積
リ
ノ
如
シ
)
ニ
付
、

ト
シ
テ
ハ
或
ハ
外
部
ニ
公
表
セ
サ
ル
往
復
文
書
ニ
依
ル
ヵ
、
(

m

)

 

ノ
旨
ヲ
日
本
-
一
通
告
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
採
ル
コ
ト
ヲ
得
へ
シ
」
。

或
ハ
支
那
一
一
於
テ
自
渡
的
-
一
品
目
ト
期
限
ト
ヲ
特
定
シ
テ
据
置
ヲ
決
定
シ
、

其

ま
た
や
は
り
同
じ
佐
分
利
公
使
が
財
政
部
長
の
宋
子
文
と
舎
談
し
た
際
、

宋
は

「
互
恵
傑
約
ヲ
締
結
ス
ル
コ
ト

ハ
全
然
不
可
能
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
日
本
ノ
貿
易
及
工
業
一
一
割
シ
テ
相
嘗
ノ
保
障
ヲ
興
フ
ル
コ
ト
ハ
異
存
ナ
キ
ニ

(

日

)

付
:
:
:
」
と
語
っ
て
い
る
。

主
正
廷
外
交
部
長
や
宋
子
文
財
政
部
長
の
瑳
言
の
中
に
、
税
率
協
定
を
め
ぐ
り
中
園
側
が
譲
歩
し
て
く
る
可
能
性
を
嘆
き
と
っ
た
日
本
政
府

は
、
経
済
圏
瞳
か
ら
出
さ
れ
た
要
求
を
基
礎
に
お
き
な
が
ら
、

そ
の
中
の
あ
ま
り
に
も
過
大
な
要
求
内
容
を
削
除
し
た
上
で
、
中
園
側
と
の
交

渉
に
臨
も
う
と
し
て
い
た
。

一
九
二
九
年
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
外
務
省
通
商
局
で
作
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
「
関
税
事
項
方
針
案
」

で
は
、
①
中
園
の
関
税
自
主
権
承
認
、
②
関
税
税
率
据
置
協
定
の
締
結
、
③
最
恵
国
待
遇
篠
項
の
規
定
、
④
圏
内
通
行
税
の
尭
除
、
⑤
自
由
貿



易
原
則
の
確
定
、
⑥
満
鮮
陸
境
貿
易
の
関
税
軽
減
制
度
の
三
年
閉
経
績
と
い
う
六
項
目
が
列
奉
さ
れ
、
②
の
関
税
協
定
に
闘
し
て
は
、
封
象
と

(

ロ

)

す
べ
き
品
目
名
並
び
に
税
率
据
置
期
間
五
年
間
と
い
う
具
瞳
的
提
案
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
日
本
の
演
口
内
閣
は
在
上
海
重
光
綿
領
事
に
劉
し
、
一
九
三

O
年
一
月
初
め
、
中
園
側
と
の
聞
で
関
税
問
題
に

関
す
る
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
を
正
式
に
訓
令
し
た
。
そ
れ
は
「
支
那
側
ニ
於
ケ
ル
必
至
ノ
勢
タ
ル
関
税
自
主
ノ
寅
行
前
ニ
、
関
税
問
題
-
一
関

ス
ル
事
態
ノ
調
整
ヲ
震
サ
ン
」
と
す
る
見
地
か
ら
、
日
本
に
と
っ
て
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
全
般
的
な
税
率
互
恵
協
定
を
諦
め
、
特
定
品

目
に
闘
す
る
現
行
税
率
の
一
定
期
間
据
置
程
度
の
協
定
と
い
っ
た
「
妥
協
的
考
量
」
に
よ
り
、
「
事
態
ノ
紛
糾
ヲ
重
ヌ
ル
コ
ト
ヲ
避
ク
ル
」
狙

い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
中
園
側
が
要
求
し
て
い
る
関
税
自
主
権
の
承
認
に
は
薩
じ
ざ
る
を
得
な
い
、
そ
の
際
に
附
け
る
篠
件
も
か
な
り
限
定

(

臼

)

さ
れ
た
内
容
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
と
日
本
側
は
交
渉
嘗
初
か
ら
判
断
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
訓
令
の
内
容
に
示
さ
れ
た
関
税
問
題

(
H〉

に
閲
す
る
日
本
側
の
交
渉
方
針
は
、
そ
の
後
二
四
日
、
正
式
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
特
定
品
目
に
闘
す
る
現
行
税
率
の
一
定
期
間

据
置
程
度
の
協
定
と
い
っ
た
方
策
が
、
た
と
え
日
本
側
に
と
っ
て
受
入
れ
可
能
な
「
妥
協
的
考
量
」
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
同
じ
内
容
が
中

園
側
に
と
っ
て
も
容
易
に
受
入
れ
可
能
な
安
協
策
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
中
園
側
に
は
次
に
述
べ
る
と
お
り
、
民
族
主
権
の
完
全
な
回
復
を
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求
め
る
強
い
要
求
が
存
在
し
て
い
た
。

第
二
節

税
率
協
定
問
題
と
中
園

中
園
園
民
政
府
に
と
っ
て
、

日
本
品
に
劃
す
る
総
入
閥
税
税
率
の
据
置
を
意
味
す
る
税
率
協
定
を
日
本
と
の
聞
で
締
結
す
る
こ
と
は
、
容
易

な
ら
ぬ
選
揮
で
あ
司
た
。
ま
ず
第
一
に
、
そ
れ
は
中
園
圏
内
の
商
工
業
者
か
ら
猛
反
護
を
か
う
こ
と
が
、
自
に
見
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た

と
え
ば
嘗
時
、
上
海
の
商
人
圏
瞳
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
新
関
税
制
定
へ
の
期
待
を
表
明
し
て
い
た
。

「
現
在
、
我
園
の
製
造
業
、

た
と
え

131 

ば
絹
人
絹
織
物
・
マ
ッ
チ
・
石
鹸
・
セ
メ
ン
ト
・
紙
巻
タ
バ
コ
・
酒
等
の
製
造
業
界
は
、
い
ず
れ
も
外
園
品
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
聡
出
に
匪
迫
さ

れ
、
日
増
し
に
衰
退
し
つ
つ
あ
る
。
も
し
関
税
税
則
上
、
適
切
な
挽
回
策
を
検
討
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
恐
ら
く
今
後
設
展
し
て
い
く
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た
め
の
良
策
な
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
そ
も
そ
も
現
行
の
関
税
税
則
は
、
以
前
の
北
京
関
税
曾
議
に
お
け
る
草
案
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
司

て
、
内
容
に
好
ま
し
く
な
い
黙
が
多
い
上
、

そ
の
施
行
方
法
で
も
種
々
の
妥
協
を
重
ね
て
お
り
、
園
定
税
則
を
賞
施
し
よ
う
と
の
精
神
か
ら
相

隔
た
る
こ
と
甚
だ
遠
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
び
中
央
が
新
た
に
園
定
関
税
税
則
を
改
訂
し
よ
う
と
し
て
い
る

(
日
)

ま
さ
に
買
業
界
が
自
ら
救
済
を
園
る
た
め
の
好
機
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
。

の
は
、決
節
で
述
べ
る
よ
う
に
日
中
関
税
協
定
に
閲
す
る
交
渉
内
容
が
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
た
め
、
嘗
初
、
中
園
圏
内
に
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
動
き

は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
協
定
案
の
要
貼
が
漏
れ
俸
わ
る
に
つ
れ
、
商
工
業
闇
瞳
を
中
心
に
強
い
反
劃
の
撃
が
あ
が
り
は
じ
め
た
。
た
と
え
ば

全
圏
一
商
舎
聯
合
舎
は
衣
の
よ
う
に
打
電
し
て
い
る
。
「
期
待
さ
れ
る
関
税
自
主
擢
と
は
、
利
害
得
失
を
掛
酌
し
時
宜
を
見
計
ら
っ
て
巧
み
に
関

税
を
課
す
る
擢
利
を
、
園
家
が
掌
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
全
園
の
商
工
業
も
保
護
関
税
の
利
盆
を
蒙
り
護
展
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
今
も
し
日
本
と
互
恵
税
率
を
結
ぶ
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
他
園
も
必
ず
衣
々
に
同
様
の
措
置
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
我

園
と
し
て
も
そ
れ
を
担
絶
し
に
く
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
互
恵
と
は
名
ば
か
り
の
こ
と
で
、
賓
際
は
『
濁
恵
』
、

す
な
わ
ち
一
方
的
に
恵
む
だ
け

(

日

)

に
な
る
で
は
な
い
か
。
:
:
:
協
定
関
税
と
い
う
九

O
年
来
の
束
縛
か
ら
脱
す
る
と
い
う
我
圏
一
商
工
業
の
希
望
が
完
全
に
絶
た
れ
て
し
ま
う
」
。

こ
の
時
期
、
同
主
旨
の
態
度
を
表
明
し
た
主
な
商
工
業
圏
瞳
に
は
、
下
記
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
(
以
下
の
括
弧
内
は
態
度
表
明
し
た
日
附
)
。
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上
海
特
別
市
商
民
協
舎
網
椴
業
分
舎
(
二
月
二

O
日
)
、
中
園
園
産
綱
鍛
上
海
救
済
禽
(
同
日
)
、
華
一
商
紗
廠
聯
合
曾
(
同
月
二
五
日
)
、

麺
粉
公
司
公
舎
〈
同
月
三
ハ
日
〉
、
上
海
機
製
園
貨
工
廠
聯
合
舎
(
同
塁
石
日
)
、
中
華
園
貨
維
持
禽
〈
同
月
一
八
日
及
び
二
八
日
)
、

(
ロ
〉

織
聯
合
舎
三
一
月
一
日
及
び
二
一
百
〉
、
北
卒
線
一
商
舎
(
二
月
二
八
日
及
び
三
月
二
一
日
〉
等
。

上
海
機
器

江
漸
紙
調
機

協
定
案
を
め
ぐ
り
圏
内
世
論
も
激
高
し
た
。
園
民
黛
左
波
系
の
影
響
が
強
か
っ
た
新
聞
は
端
的
に
「
(
中
日
南
園
聞
の
)
生
産
力
水
準
に
差
が

(

問

)

あ
る
の
だ
か
ら
、
公
卒
に
利
盆
を
得
る
こ
と
は
絶
封
に
困
難
で
あ
る
。
名
は
互
恵
で
も
、
そ
の
貫
は
『
濁
恵
』
で
あ
る
」
と
論
評
し
て
い
る
。

ま
た
「
中
日
南
園
聞
の
貿
易
に
聞
し
て
い
え
ば
、

互
恵
と
い
う
原
則
は
関
税
の
自
主
的
課
税
と
い
う
方
針
と
根
本
的
に
衝
突
す
る
も
の
で
あ

る
。
圏
内
産
業
を
保
護
す
る
政
策
を
期
待
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
も
し
政
府
が
人
民
か
ら
の
申
立
て
を
聞
き
入
れ
ず
濁



善
的
に
進
ん
で
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
全
園
人
民
は
中
日
関
税
協
定
が
人
民
の
共
通
の
意
思
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
承
認
で
き
な
い

(

四

)

も
と
よ
り
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
。

こ
と
を
正
式
に
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

王
正
廷
と
宋
子
文
の
貰
園
の
罪
に
つ
い
て
、

比
較
的

穏
健
な
政
治
的
態
度
を
と
り
、
外
交
問
題
に
闘
す
る
最
も
権
威
あ
る
評
論
誌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
『
東
方
雑
誌
』
す
ら
、
政
府
の
努
力
に
言

及
す
る
一
方
、

日
中
関
税
協
定
に
闘
し
て
は
き
わ
め
て
消
極
的
な
評
債
を
下
し
て
い
た
。

の
聞
に
)
結
ん
だ
の
に
引
績
き
、

「
園
民
政
府
が
威
海
衛
回
牧
協
定
を
(
イ
ギ
リ

ス
と

(
日
本
と
の
聞
で
)
こ
う
し
た
関
税
協
定
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
は
外
交
上
の
大
き
な
準
展
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
協
定
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
そ
の
中
の
非
常
に
多
く
の
箇
所
に
お
い
て
、
我
園
の
利
盆
と
圏
構
に
影
響
す
る
と
こ

ろ
き
わ
め
て
重
大
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
部
分
が
あ
る
。
:
:
:
総
じ
て
い
え
ば
、
な
い
よ
り
は
ま
し
と
慰
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の
だ
と
い
わ
ざ

(
却
〉

る
を
得
な
い
」
。

関
税
協
定
を
結
ぶ
こ
と
自
瞳
に
つ
い
て
は
理
解
を
示
す
一
部
新
聞
の
場
合
も
、
園
民
政
府
の
秘
密
外
交
と
い
う
手
法
に
劃
し
て
は
、
巌
し
い

批
判
の
鉾
先
を
向
け
た
。
「
中
日
互
恵
協
定
は
、
今
日
南
園
が
置
か
れ
た
紋
況
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に
避
け
難
い
理
由
が
存
在
し
て
い

る
。
:
:
:
も
し
中
園
が
保
護
関
税
政
策
を
と
り
低
紐
品
の
廉
債
な
日
本
製
品
か
ら
高
闘
税
を
徴
牧
す
る
よ
う
に
な
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
が
そ

う
し
た
製
品
を
自
ら
製
造
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
り
、
日
本
側
は
工
場
を
閉
鎖
す
る
ほ
か
遁
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
日
本
の
存
立
と

深
く
か
か
わ
る
事
態
で
あ
る
か
ら
、
軽
々
に
譲
歩
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
:
:
:
(
と
は
い
え
)
中
園
政
府
が
日
本
と
秘
密
交
渉

を
進
め
、
国
民
の
目
を
欺
き
、
疑
惑
の
念
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
よ
り
も
、
交
渉
内
容
を
公
開
し
、
日
本
と
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な
い
苦
衷

(

氾

〉

に
つ
い
て
、
園
民
の
聞
か
ら
諒
解
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
」
。

qu 。。
唱

A

そ
れ
で
は
園
民
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
商
工
業
者
主
瞳
の
反
劃
運
動
の
盛
上
が
り
と
圏
内
世
論
の
激
じ
い
反
震
に
直
面
し
な
が
ら
、
な
ぜ
あ

え
て
秘
密
交
渉
と
い
う
方
法
ま
で
用
い
て
、
日
中
関
税
協
定
の
調
印
に
官
応
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
協
定
草
案
調
印
後
、
半
月
ほ
ど
経
て
か
ら
、

王
正
廷
外
支
部
長
は
互
恵
品
目
に
つ
い
て
日
本
側
と
交
渉
し
た
際
の
原
則
に
燭
れ
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
中
園
側
の
事
情
か
ら
い
え
ば
、

闘
税
税
率
を
お
互
い
に
低
く
抑
え
る
互
恵
僚
約
と
い
っ
て
も
、
嘗
然
、
我
方
に
は
恵
み
少
な
く
相
手
方
に
恵
み
が
多
く
な
る
。
そ
こ
で
外
交
部

133 
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と
し
て
は
三
つ
の
原
則
を
立
て
た
。
そ
れ
は
、
①
互
恵
品
目
の
種
類
を
少
な
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
②
互
恵
税
率
適
用
期
聞
を
短
く
し
な

協
定
は
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
③
互
恵
品
目
の
総
入
総
額
を
同
程
度
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

(

勾

〉

か
か
る
原
則
に
基
づ
い
て
庭
理
し
た
も
の
で
あ
る
」
。

の
三
つ
で
あ
る
。
:
:
:
こ
の
た
び
日
本
と
結
ん
だ
関
税

さ
ら
に
正
式
調
印
が
終
わ
っ
た
後
に
な

っ
て
も
、

改
め
て
王
正
廷
は
互
恵
品

自
に
関
す
る
交
渉
の
際
の
原
則
に
言
及
し
て
い
る
。

「
こ
の
た
び
の
交
渉
で
も
こ
の
原
則
は
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
品
目
数
は
嘗
初
案
の
五
分
の

四
に
削
減
し
た
し
、
期
限
も
一
年
な
い
し
三
年
へ
と
短
く
さ
れ
て
い
る
。
:
:
:
我
園
の
関
税
自
主
権
は
、
日
本
と
の
関
係
を
除
き
、
ど
の
固
と

の
聞
で
も
明
確
に
根
援
づ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
だ
が
、
日
本
だ
け
は
黙
認
献
態
で
あ
っ
て
正
式
に
承
認
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ

(

お

〉

日
本
も
我
園
の
関
税
自
主
権
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
」
。

の
た
び
の
協
定
に
よ
り
、

要
す
る
に
園
民
政
府
側
の
説
明
に
よ
れ
ば

関
税
自
主
権

を
完
全
に
回
復
す
る
た
め
、
彼
ら
は
上
記
の
三
原
則
を
堅
持
し
つ
つ
互
恵
税
率
協
定
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
本
嘗
に

こ
の
原
則
は
貫
徹
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
史
料
的
制
約
の
た
め
、
主
に
日
本
側
の
外
交
文
書
に
依
援
し
つ
つ
検
討
を
進
め
た
い
。

第
三
節

日
中
関
税
協
定
の
交
渉
過
程

d
u
z
 

関
税
問
題
に
関
す
る
交
渉
開
始
と
い
う
先
に
述
べ
た
本
園
政
府
の
指
示
を
受
け
、

日
本
の
臨
時
代
理
公
使
と
し
て
一
九
三

O
年
一
月
一
六

日
、
南
京
に
赴
い
た
在
上
海
重
光
葵
総
領
事
は
、

そ
の
日
の
う
ち
に
王
正
廷
外
交
部
長
及
び
宋
子
文
財
政
部
長
と
相
縫
い
で
面
談
し
、
関
税
関

そ
し
て
「
現
行
税
率
ヲ
急
激
一
一
獲
更
ス
ル
カ
如
キ
意
向
無
シ
」
、

「
全
瞳
ノ
空
気
モ

題
に
闘
す
る
基
本
的
な
立
場
を
再
確
認
し
て
ま
わ
っ
た
。

大
龍
一
一
於
テ
良
好
」
と
の
中
園
側
の
様
子
が
確
か
め
ら
れ
た
の
を
踏
ま
え
、
重
光
は
、
上
海
に
戻
っ
た
後
、
宋
子
文
に
封
し
日
本
側
の
基
本
方

(

U

A

)

 

針
を
説
明
し
交
渉
を
進
め
て
い
く
と
い
う
剣
断
を
固
め
た
。

(

一

〉

税
率
据
置
品
目
に
関
す
る
交
渉

二
O
目
、
上
海
の
宋
子
文
邸
を
訪
れ
た
重
光
の
説
明
は
、

日
中
聞
の
通
商
傑
約
全
般
の
改
訂
問
題
は
先
進
り
し
、
関
税
問
題
の
畢
濁
解
決
を



圃
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
関
税
協
定
の
日
本
側
原
案
ま
で
提
示
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
側
原
案
は
、

一
九
品
目
(
一
.
綿
糸
及
び
綿
製
品
、
二
.
綿
絹
交
織
品
及
び
人
絹
識
物
類
、
三
.
毛
織
物
類
、
四
.
海
産
物
、

八
.
陶
磁
器
及
び
暗
部
製
品
、
九
.
ボ
タ
ン
、
一

0.
傘
類
、
一
一
.
鏡
、
一
二
.
ズ
ッ
ク
靴
類
、

日
本
か
ら
中
園
へ
の
轍
入
品

五
.
小
委
粉
、
六
.
椎
茸
、

七
.
砂
糖
、

二
ニ
.
時
計
及
び
同
部
品
、

一

四

.

帽

子

類

、

一

七

.

電

機

機

器

及

紡

織

機

器

等

、

つ
い
て
、
向
こ
う
五
年
間
以
上
の
職
入
闘
税
税
率
据
置
を
要
求
す
る
内
容
だ
っ
た
。
こ
れ
に
劉
し
宋
子
文
は
、
た
だ
ち
に
「
品
目
ノ
多
キ
コ
ト

ヲ
司
コ
ン
。
ブ
レ
ー
ン
』
」
す
る
と
と
も
に
、
と
り
あ
え
ず
「
据
置
期
開
ハ
三
年
ト
シ
タ
シ
」
と
の
嘗
座
の
希
望
を
述
べ
、

(

お

〉

て
別
れ
た
。

一
五
.
醤
薬
品
、

一
占
ハ
.
魔
法
瓶
、

一
八
.
玩
具
、

一
九
.
自
轄
車
及
び
同
部
品
)
に

同
案
の
検
討
を
約
し

あ
4
る
一
一
一
日
、
関
税
署
署
長
張
一
幅
運
を
伴
っ
て
重
光
の
公
邸
を
訪
れ
た
宋
子
文
は
、
前
日
の
日
本
側
原
案
に
劃
す
る
中
園
側
の
見
解
を
明

ら

か

に

し

た

。

並

び

に

一

七

の

う

ち

の

織

布

機

に

つ

い

て

は

税

率

据

置

に

同

意

、

②

提

案

番

暁

一

‘

九
.
ボ
タ
ン
、
一

0.
傘
類
、
一
一
.
鏡
、
一
二
.
ズ
ッ
ク
靴

そ
れ
は
、

①
提
案
番
競
五
.
小
褒
粉
、

四
.
海
産
物
、
六
.
椎
茸
、

八
の
う
ち
の
酷
部
製
品
、

類

一
五
.
醤
薬
品
、

一
七
.
電
機
機
器
及
紡
織
機
器
等
、

一
八
.
玩
具
〈
但
し
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
除
く
〉
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
の
一
部
に
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綿
糸
及
び
綿
製
品
、

劃
す
る
「
多
少
ノ
増
率
」
を
篠
件
と
し
て
、
基
本
的
に
税
率
据
置
に
同
意
、
③
提
案
番
披
二
.
綿
絹
交
織
品
及
び
人
網
織
物
類
、
三
.
毛
織
物

類
、
七
.
砂
糖
、
八
の
う
ち
の
陶
磁
器
、
二
ニ
.
時
計
及
び
同
部
品
、
一
四
.
帽
子
類
、
二
ハ
.
魔
法
瓶
、
一
七
.
電
機
機
器
及
紡
織
機
器
等

〔
す
で
に
②
で
奉
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
り
あ
え
ず
原
文
の
ま
ま
奉
げ
て
お
く
引
用
者
注
〕
、
一
八
の
う
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
一
九
.
自
轄
車
及
び

同
部
品
に
つ
い
て
は
税
率
据
置
困
難
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
提
案
番
競
二
.
綿
絹
受
織
ロ
聞
及
び
人
絹
織
物
類
に
つ
い
て
、
宋
は
「
支

那
圏
内
絹
布
業
者
ノ
反
射
強
ク
」
税
率
据
置
は
困
難
だ
と
し
、
七
.
砂
糖
に
つ
い
て
は
「
賂
来
財
政
上
ノ
目
的
ヨ
リ
多
少
増
率
ス
ル
必
要
ニ
迫

ラ
ル
ル
」
可
能
性
が
あ
る
と
の
説
明
を
加
え
た
ほ
か
、
③
に
奉
げ
た
他
の
口
問
自
に
つ
い
て
は
「
日
本
ノ
貿
易
額
他
圏
一
一
比
シ
少
キ
カ
又
ハ
日
本

品
多
額
ナ
ル
モ
日
本
ノ
劃
支
貿
易
ノ
重
要
品
ニ
ア
ラ
サ
ル
」
も
の
だ
と
し
て
、
税
率
協
定
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
劃
し
日

本
側
は
、
約
八

O
Oに
近
い
課
税
劃
象
品
目
の
う
ち
税
率
協
定
の
劃
象
品
目
と
し
て
は
「
四
、
五
十
ヲ
要
求
ス
ル
ニ
過
キ
」
な
い
と
反
論
し
つ

135 
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つ
も
、

〈

お

)

さ
ら
に
変
渉
を
雄
綾
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

翌
二
二
日
の
交
渉
で
、

中
園
側
は
、

前
日
の
見
解
の
②
(
一
部
に
劃
す
る
「
多
少
ノ
省
事
」
を
篠
件
と
し
て
基
本
的
に
税
率
据
置
に
同
意
す
る
品
目
〉

に
含
ま
れ
て
い
た
綿
糸
布
並
び
に
海
産
物
の
一
部
な
ど
に
つ
い
て
、
具
韓
的
に
二
・
五
%
な
い
し
五
%
の
上
げ
幅
で
「
将
来
財
政
上
ノ
目
的
ノ

震
引
上
ケ
得
ル
徐
地
」
を
残
す
こ
と
を
求
め
た
。
日
本
側
は
「
本
邦
ノ
最
重
キ
ヲ
置
ク
綿
布
」
の
大
部
分
に
劃
す
る
増
税
は
「
夢
想
タ
モ
セ
サ

ル
慮
」
、
「
関
係
業
者
ノ
利
盆
ノ

B
白
晶
百
カ
僅
少
ナ
レ
ハ
二
分
五
厘
ノ
増
率
-
一
テ
モ
貿
易
ヲ
阻
止
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
」
な
ど
と
述
べ
強
く
反

設
、
爾
園
聞
で
激
し
い
腫
酬
が
か
わ
さ
れ
な
が
ら
、
中
国
側
見
解
の
②
の
篠
件
の
適
用
封
象
を
特
定
す
る
作
業
が
準
ん
だ
。
そ
の
ほ
か
砂
糖
、

人
絹
織
物
類
、
陶
磁
器
な
ど
に
つ
い
て
も
、
税
率
据
置
の
劃
象
品
目
に
含
め
る
こ
と
を
求
め
る
日
本
側
と
、
封
象
品
目
か
ら
除
外
し
税
率
引
上

げ
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
中
園
側
と
の
聞
で
封
立
は
解
け
な
か
っ
た
。
宋
子
文
は
改
め
て
人
絹
織
物
類
を
税
率
据
置
品
目
に
含
む
わ
け
に
い
か
な

(

幻

)

「
織
物
業
者
ヨ
リ
猛
烈
ナ
ル
請
願
ア
リ
政
治
問
題
ト
ナ
リ
居
ル
」
と
語
っ
て
い
る
。

い
理
由
に
つ
い
て
言
及
し

二
三
日
、
宋
子
文
は
重
光
と
の
箪
濁
舎
見
を
申
し
入
れ
、
最
終
的
な
中
園
側
提
案
を
提
示
し
た
。

「
斯
カ
ル
協
定
ヲ
結

ハ
ハ
一
般
ノ
攻
撃
ハ

-136ー

克
カ
レ
ス
」
と
宋
は
議
想
さ
れ
る
圏
内
世
論
の
巌
し
い
反
躍
に
言
及
し
つ
つ
、

「
自
分
ニ
於
テ
責
任
ヲ
採
ル
」
立
場
で
「
工
商
部
遁
リ
ノ
専
門

家
ト
モ
協
議
ヲ
重
ネ
」
た
末
、

「
自
分
ノ
譲
歩
シ
得
ル
最
終
ノ
案
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
内
容
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
品
目
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ま
で
の
中
園
側
主
張
を
踏
襲
し
、

あ
く
ま
で
絹
綿
交
織
品
、

毛
織
物
、

砂
糖
、

陶
磁
器
な
ど
を
税
率
据
置
品
目
か
ら
除
外
す
る
と

と
も
に
、
二
・
五
%
増
率
の
払
跡
地
を
認
め
る
税
率
据
置
品
目
の
中
に
一
部
綿
糸
布
を
含
め
る
こ
と
を
求
め
た
。
ま
た
協
定
期
聞
に
つ
い
て
も

「
〔
園
民
政
府
〕
内
部
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
二
年
ト
シ
僅
少
ノ
モ
ノ
ニ
付
テ
ノ
ミ
三
年
ト
ス
ヘ
シ
」
の
主
張
す
ら
強
ま
っ
て
い
る
、
と
し
て
日
本
側

の
五
年
間
と
い
う
要
求
を
は
ね
つ
け
「
全
部
ニ
付
三
年
ト
ス
ル
」
線
を
譲
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
封
し
重
光
は
、
税
率
据
置
品
目
に
つ
い
て
は

「
先
方
ノ
態
度
一
一
顧
ミ
其
ノ
最
後
案
ヲ
根
本
的
一
一
覆
ス
コ
ト
ハ
不
可
能
」
と
剣
断
し
、
品
目
の
大
枠
に
つ
い
て
承
認
す
る
と
と
も
に
、

「
多
少

(

お

〉

ノ
培
率
」
を
認
め
る
税
率
据
置
品
目
の
増
率
許
容
範
圏
を
一
律
に
二
・
五
%
に
す
る
こ
と
を
逆
提
案
L
、
宋
の
承
諾
を
得
た
。
こ
う
し
て
税
率

据
置
品
目
に
闘
し
て
は
、
嘗
初
日
本
側
案
に
あ
っ
た
一
九
品
目
を
お
よ
そ
二
割
削
減
し
た
一
五
品
目
程
度
で
、
日
中
聞
の
合
意
が
成
立
し
た
。



税率据置品の日本から中園への輸出額

単位:圃

年 |蛍 初 案|合 意 案

161;357， 044(25.43~減〉

204， 358， 090(25.37~減)

196， 710， 888 (22.34~減)

な
お
日
本
の
大
識
省
主
税
局
が
作
成
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、

日
本
側
嘗
初
案
と
最
終
合
意
案
と
を
比
較
し
て
み

日
本
か
ら
中
園
へ
の
税
率
据
置
品
目
の
職
出
合
計
額
で
見
た
場
合
、
お
よ
そ
こ
こ
な
い
し
二
五
%
程
度

(
m
m
〉

が
税
率
据
置
の
劃
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ヲハ

v
'と、こ

の
後
は
、
税
率
据
置
に
開
す
る
傑
約
の
形
式
と
文
章
表
現
、
中
園
の
劉
日
総
出
品
の
税
率
据
置
封
象
品
目

の
確
定
、
税
率
据
置
の
有
数
期
間
の
確
定
等
々
を
め
ぐ
り
日
中
南
園
聞
の
交
渉
が
綾
け
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る

〈

一
一
)

傑
約
形
式
に
闘
す
る
交
渉

傑
約
の
形
式
と
文
章
表
現
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
形
で
問
題
に
な
っ
た
。
変
渉
を
始
め
た
嘗
初
、
日
中

南
園
の
交
渉
権
嘗
者
で
あ
っ
た
重
光
葵
臨
時
代
理
公
使
と
宋
子
文
財
政
部
長
は
、
商
圏
聞
の
関
税
篠
約
言

g
q〉
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と
い
う
形
式
の
文
書
を
ま
と
め
る
こ
と
で

一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
途
中
か
ら
交
渉
に
参
加
し
て
き
た
王
正
廷

外
交
部
長
が
「
白
唱
2
5
3円
ノ
形
式
ト
セ
ハ
支
那
側
ノ
開
ス
ル
限
リ
批
准
ノ
必
要
ナ
シ
」
と
の
理
由
を
奉
げ
、

関
税
協
定
公
明
m
O
B
E
C
と
い
う
文
書
形
式
を
採
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
た
め
、

日
本
側
と
の
聞
で
暫
く
紛

(
ぬ
)

糾
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
で
は
王
正
廷
は
、

な
ぜ
批
准
手
績
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
元
来
、
成
立
早
々
の
園
民
政
府
は
園
民
の
支
持
を

得
る
た
め
民
族
主
義
的
な
政
策
の
推
進
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
封
外
聞
係
の
面
で
も
「
革
命
外
交
」
を
標
携
し
、
改
訂
期
限
が
到
来
し
た
古
い

(
引
札
〉

僚
約
を
関
税
自
主
権
回
復
と
治
外
法
権
撤
麿
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
卒
等
な
新
し
い
篠
約
に
改
訂
す
る
こ
と
を
方
針
に
し
て
い
た
。
日
本
と
の
開

で
も
、
本
来
は
そ
う
し
た
篠
約
改
正
が
課
題
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
外
交
部
長
の
王
正
廷
と
し
て
は
「
日
本
ト
関
税
篠
約
丈
ヲ
締
結
ス
ル
事
ハ

137 

主
義
上
頗
ル
困
難
ニ
シ
テ
一
般
ヨ
リ
モ
非
常
ナ
ル
反
劃
ヲ
受
ク
ヘ
キ
ニ
付
自
分
モ
甚
タ
困
リ
居
ル
」
と
い
う
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
中
園
圏
内
世
論
の
反
震
を
少
し
で
も
や
わ
ら
げ
、
批
准
手
績
と
い
う
障
筈
を
回
避
す
る
た
め
に
案
出
し
た
方
策
が
、
関
税
協
定
と
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M

M

)

 

い
う
文
書
形
式
の
採
用
だ
っ
た
。

「
『
ア
グ
リ
l
メ
ン
ト
』
ト
ス
ル
モ
我
方
ニ
テ
ハ
批
准
ノ
形
式
ヲ
採
ル
コ
ト
必
要
」

と
の
剣
断
に
立
ち
、
劉

外
篠
約
と
し
て
批
准
手
績
を
行
う
方
針
で
あ
っ
た
日
本
側
も
、
最
終
的
に
は
こ
う
し
た
王
正
廷
の
主
張
を
認
め
、

を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
批
准
手
績
を
行
う
日
本
側
の
立
場
と
批
准
手
績
を
省
略
し
よ
う
と
し
た
中
園
側
の
立
場
と
を
折
衷
さ
せ
る

一
麿
「
協
定
」
と
い
う
形
式

必
要
か
ら
、
逼
常
で
あ
れ
ば
書
か
れ
る
べ
き
批
准
手
績
に
闘
す
る
事
項
を
協
定
も
し
く
は
附
属
公
文
中
に
明
記
せ
ず
、
そ
の
か
わ
り
に
関
税
協

(

お

)

定
第
五
僚
に
「
本
協
定
ハ
其
ノ
署
名
ノ
日
ノ
後
十
日
目
ヨ
リ
買
施
セ
ラ
ル
ヘ
シ
」
と
の
奇
妙
な
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
結
局
こ
の
措
置

が
原
因
に
な
り
、
日
中
関
税
協
定
正
式
調
印
後
の
五
月
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
、
園
民
政
府
の
立
法
機
関
で
あ
る
立
法
院
に
お
い
て
紛
糾
が
護
生

し
た
(
第
四
節
)
。

(
一
ニ
)

税
率
据
置
期
聞
に
関
す
る
交
渉

次
に
税
率
据
置
の
有
数
期
聞
を
め
ぐ
る
日
中
聞
の
や
り
と
り
を
見
て
お
こ
う
。

日
本
、
と
く
に
本
園
政
府
の
側
は
、

五
年
聞
の
有
数
期
間
と
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一
月
二
四
日
、
幣
原
外
相
は
重
光
臨
時
代
理
公
使
に
劃
し
「
税
率
据
置
期
間
ハ
五
年
ヲ
最
小
限
度
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
極

力
固
執
セ
ラ
レ
タ
ク
、
園
定
税
率
ト
雄
モ
一
旦
制
定
後
三
年
位
据
置
ク
ハ
普
遁
ノ
例
ナ
レ
ハ
、
之
レ
位
ノ
短
期
間
拘
束
ニ
テ
ハ
協
定
ノ
利
盆
ニ

乏
シ
ト
テ
内
地
官
臆
開
ニ
モ
強
キ
反
針
ア
リ
」
と
命
じ
、
さ
ら
に
そ
の
直
後
、
宋
子
文
と
の
交
渉
内
容
に
闘
す
る
最
新
の
情
報
を
踏
ま
え
、
改

め
て
「
宋
ノ
提
案
タ
ル
三
年
ニ
テ
ハ
徐
リ
ニ
短
キ
ニ
遁
ク
ル
ハ
往
電
公
第
一
二
競
ノ
通
ナ
ル
ニ
付
、
高
策
ヲ
童
シ
テ
五
年
案
ヲ
固
執
ス
ル
外
ナ

(

担

)

シ
」
と
訓
電
し
た
。

い
う
要
求
に
固
執
し
た
。

率
据
置
期
聞
に
闘
す
る
限
り
、

さ
ら
に
税
本
据
置
の
刑
判
象
品
目
敷
や
厘
金
・
沿
岸
貿
易
税
等
の
鹿
止
明
記
な
ど
に
つ
い
て
日
中
南
園
聞
の
合
意
が
成
立
し
た
後
も
、
こ
の
税

日
本
側
は
「
関
係
者
ト
ノ
議
ヲ
纏
ム
ル
関
係
モ
ア
ル
ニ
付
」
と
日
本
圏
内
の
針
華
轍
出
業
者
や
封
華
職
出
品
製

造
業
者
の
合
意
を
取
り
つ
け
る
た
め
の
困
難
さ
を
示
唆
し
た
り
、
中
園
の
封
白
輪
出
品
中
の
税
率
据
置
品
に
日
本
側
が
嘗
初
議
想
し
て
い
た
以

上
の
品
目
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
「
我
方
ノ
犠
牲
ハ
支
那
側
ニ
比
シ
寧
ロ
大
ナ
ル
ヤ
ノ
感
ア
リ
」
と
し
な
が
ら
、
五
年
間
据
置
と
い
う
要
求



を
容
易
に
譲
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

賓
際
、

(

お

〉

ル
」
税
率
協
定
の
締
結
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。

し
か

L
二
月
末
に
い
た
り
、
つ
い
に
白
本
側
は
「
協
定
期
間
五
年
ノ
主
張
ノ
達
成
ハ
困
難
ト
認
メ
ラ
ル
ル
ニ
付
、
御
見
込
ニ
依
リ
四
年
、
高

巳
ム
ヲ
得
サ
レ
ハ
新
園
定
税
率
寅
施
後
三
年
ト
シ
テ
安
協
セ
ラ
レ
度
」
と
の
本
園
か
ら
の
訓
電
に
基
づ
き
、
税
率
据
置
期
間
五
年
聞
と
い
う
要

〈

叩

山

)

求
を
引
き
込
め
た
。
最
近
の
日
本
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
背
景
に
は
中
園
側
の
巧
み
な
交
渉
術
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
嘗
時
、
園
民
政
府
内

部
の
主
導
権
争
い
に
端
を
設
し
、
南
北
大
戦
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
内
載
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
直
前
に
あ
た
る
こ
の
時
期
、
南

京
の
中
央
政
府
と
の
劃
決
姿
勢
を
強
め
て
い
た
山
西
省
の
閤
錫
山
に
劃
し
、
日
本
か
ら
武
器
稔
出
が
行
わ
れ
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。
中
園

日
本
側
は
「
日
本
政
府
ト
シ
テ
ハ
支
那
ノ
内
蹴
ニ
ハ
何
等
闘
係
ナ
キ
モ
南
京
政
府
ハ

本
章
第
一
節
で
鯛
れ
た
と
お
り
、

日
本
圏
内
の
経
済
圏
瞳
か
ら
は

「
成
ル
ヘ
ク
長
期
間
ニ
亙

側
が
こ
の
問
題
を
交
渉
の
場
に
持
ち
だ
し
た
こ
と
か
ら
、

日
本
ノ
承
認
シ
タ
ル
政
府
ナ
レ
ハ
之
カ
基
礎
ノ
固
マ
ル
コ
ト
ハ
大
イ
ニ
希
望
シ
居
ル
・
次
第
ニ
テ
:
:
:
」
と
樺
明
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

(
日
出
)

り
、
関
税
協
定
の
期
間
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
強
硬
姿
勢
を
と
り
績
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
日
本
側
が
譲

歩
を
決
め
た
基
本
的
な
僚
件
は
、
本
章
第
一
簡
で
言
及
し
た
と
お
り
、
「
平
和
的
日
支
の
国
交
刷
新
」
を
掲
げ
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
幣
原
外
交

を
進
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
演
口
内
閣
の
存
在
と
、
同
内
閣
を
取
巻
く
園
際
的
圏
内
的
な
諸
篠
件
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
後
、
三
月
七
日
か
ら
八
日
の
日
中
安
渉
に
よ
っ
て
最
終
的
に
日
中
関
税
協
定
草
案
の
俊
文
細
目
が
確
定
さ
れ
、
商
圏
政
府
の
承
認
を
経

(

お

〉

て
、
三
月
二
一
目
、
重
光
葵
と
王
正
廷
が
南
京
で
協
定
草
案
に
調
印
す
る
に
至
っ
た
。
正
式
の
調
印
は
、
や
は
り
商
人
に
よ
っ
て
五
月
六
日
に

(

m
却
〉

行
わ
れ
て
い
る
。
協
定
の
護
教
は
正
式
調
印
の
一

O
日
後
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
批
准
手
績
き
に
相
嘗
す
る
規
定
の
解
揮
を
め
ぐ

り
、
園
民
政
府
の
立
法
院
と
行
政
院
の
聞
で
一
波
観
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
は
、
第
四
節
で
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。

一
月
末
以
来
三
月
初
め
ま
で
の
交
渉
経
過
を
全
憧
と
し
て
み
て
み
る
と
、
日
中
雨
園
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
程
度
の
譲
歩
を
強
い
ら
れ
た
こ

と
が
判
明
す
る
。
中
園
側
は
関
税
自
主
援
を
獲
得
し
た
と
は
い
え
、
反
面
、

た
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一方、

一
部
の
品
目
に
つ
い
て
税
率
据
置
協
定
を
結
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ

日
本
側
は
税
率
据
置
協
定
を
結
ば
せ
る
の
に
成
功
し
た
と
は
い
え
、
税
率
据
置
品
目
は
嘗
初
原
案
の
八
割
程
度
に
減
ら
さ
れ
、
税
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率
据
置
期
間
も
嘗
初
原
案
の
五
年
聞
が
三
年
聞
な
い
し
は
一
年
聞
に
短
縮
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園
が
示
し
た
譲
歩
の
程
度
を
比
較
す
る

の
は
難
し
い
。
し
か
し
税
率
協
定
の
品
目
と
期
聞
が
相
嘗
に
限
定
さ
れ
、
三
年
後
の
失
致
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

関
税
自
主
権
と
い
う
最
も
基
本
的
な
財
政
的
経
済
的
針
外
主
権
を
回
復
し
た
艶
に
お
い
て
、
中
園
側
が
得
た
も
の
は
き
わ
め
て
債
値
あ
る
内
容

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
四
節

立
法
院
の
異
議
申
立
て

日
中
関
税
協
定
が
正
式
に
調
印
さ
れ
た
後
、
園
民
政
府
の
内
部
で
紛
糾
が
生
じ
た
。
政
府
に
任
命
さ
れ
た
委
員
か
ら
な
る
立
法
機
関
、
立
法

院
に
お
い
て
、
同
協
定
の
批
准
手
緩
き
を
め
ぐ
り
、
異
議
が
申
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
五
月
一

O
日
の
立
法
院
第
八
八
田
舎
議
に
出
席
し
た

衡
挺
生
・
王
用
賓
・
劉
克
儒
・
陳
長
萄
・
馬
寅
初
・
部
元
沖
ら
の
立
法
院
委
員
は
「
調
印
一

O
日
後
か
ら
護
数
と
い
う
関
税
協
定
第
五
僚
の
規

(

州

制

)

定
は
、
劉
外
篠
約
の
批
准
手
績
き
を
取
り
決
め
た
園
民
政
府
組
織
法
第
二
五
僚
第
二
項
に
違
反
し
て
い
る
」
と
の
提
議
を
出
し
た
。
こ
こ
に
い

う
園
民
政
府
組
織
法
は
、
一
九
二
八
年
一

O
月
八
日
に
公
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
第
二
五
僚
に
は
「
立
法
院
は
園
民
政
府
の
最
高
立

法
機
関
で
あ
る
。
立
法
院
は
法
律
案
、
珠
算
案
、
大
赦
の
提
案
、
宣
戦
の
提
案
、
議
和
の
提
案
、
傑
約
案
及
び
そ
の
他
の
重
要
な
圏
際
案
件
に

ハ
必
)

つ
い
て
、
議
決
す
る
職
穫
を
も
っ
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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一
O
日
の
立
法
院
舎
議
に
お
け
る
討
論
の
結
果
、
行
政
院
に
劉
し
協
定
本
文
、
附

(

必

)

属
公
文
、
受
渉
議
事
録
位
一
寸
の
立
法
院
へ
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
申
入
れ
が
行
わ
れ
た
。

以
上
の
や
り
と
り
に
基
づ
く
審
議
は
二
一
日
の
立
法
院
第
八
九
回
曾
議
、
並
び
に
そ
の
後
の
法
制
・
外
交
・
財
政
・
経
済
・
軍
事
の
五
委
員

舎
合
同
審
査
舎
で
行
わ
れ
た
。
第
八
九
回
舎
議
に
は
立
法
院
側
の
求
め
に
鷹
じ
王
正
廷
外
交
部
長
も
出
席
し
て
事
情
を
説
明
し
た
が
紛
糾
、
午

(

必

)

前
九
時
に
始
ま

っ
た
舎
議
が
午
前
一
一
時
牢
に
な
っ
て
も
ま
だ
終
わ
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。
同
日
の
午
後
に
開
催
さ
れ
た
五
委
員
舎
合
同
審
査

舎
は
、
そ
の
た
め
に
と
く
に
設
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
一
一
一
一
日
の
立
法
院
第
九

O
田
舎
議
で
、

一
二
日
の
審
査
結
果

を
踏
ま
え
「
護
数
時
期
に
開
し
て
は
、
文
章
表
現
が
組
略
に
遁
ぎ
る
と
は
い
え
法
規
に
反
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
税
率
に
関
す
る
諸
事
項



一
定
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
、
こ
の
協
定
を
承
認
す
る
。
た
だ
し
協
定
第
五
僚
の
護
教
時
期
の
文
章
表
現
に

関
し
て
は
、
今
後
は
同
様
の
粗
略
な
措
置
を
許
す
こ
と
な
く
、
弊
害
を
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
ま
た
主
管
機
関
に
劃
し
、

と
の
決
議
が
採

も今
後
は
園
民
政
府
組
織
法
第
二
五
傑
第
二
項
の
規
定
に
注
意
し
、

(

必

)

揮
さ
れ
た
。
翌
一
四
日
に
開
催
さ
れ
た
園
民
政
府
第
四
回
臨
時
園
務
舎
議
も
立
法
院
側
の
主
張
を
受
入
れ
「
以
後
、
園
際
案
件
の
慮
理
に
嘗
た

(

必

〉

つ
て
は
、
こ
う
し
た
手
落
ち
の
な
い
よ
う
主
管
機
関
に
命
令
す
る
」
旨
が
決
議
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず
今
回
の
紛
糾
は
落
着
し
た
。

上
記
の
立
法
院
第
九

O
田
舎
議
決
議
と
園
民
政
府
第
四
国
臨
時
園
務
舎
議
は
、
附
属
公
文
第
四
文
書
の
無
携
保
債
務
に
闘
す
る
取
り
決
め
に

闘
し
て
も
、
園
民
業
の
劃
外
政
策
の
第
四
僚
と
第
六
篠
を
参
照
す
る
こ
と
を
附
言
し
て
お
り
、
立
法
院
側
の
主
な
閥
心
が
中
園
の
封
外
的
主
権

(
日
叩
)

の
回
復
確
保
に
あ
ア
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
中
関
税
協
定
第
五
傑
を
め
ぐ
る
紛
糾
は
け
っ
し
て

責
任
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
」

単
な
る
批
准
手
績
き
上
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
立
法
院
は
、
同
協
定
が
中
園
の
関
税
自
主
権
を
制
約
す
る
こ
と
に
封
し
、
手
績
き
上
の
問
題

な
ぜ
立
法
院
は
こ
の
よ
う
な
立
場
を
と
司
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
立
法
院
の
設
立
は
、
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を
手
が
か
り
に
批
判
を
加
え
る
機
舎
を
持
て
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
二
八
年
一

O
月
一

O
目
、
園
民
政
府
が

行
政
・
立
法
・
司
法
・
考
試
・
監
察
の
各
院
か
ら
構
成
さ
れ
る
五
院
政
府
と
し
て
護
足
し
た
時
に
さ
か
の
ぼ
る
。
立
法
院
長
に
就
い
た
胡
漢
民

は
、
「
政
治
的
経
歴
の
上
で
園
民
黛
に
背
い
た
こ
と
が
な
く
専
門
的
な
拳
識
も
備
え
て
い
る
こ
と
」
を
燦
件
に
人
選
を
進
め
、
訪
問
介
石
に
近
い

(

円

引

)

部
元
沖
ら
と
も
協
議
を
重
ね
た
末
、
同
年
一

O
月
三
一
目
、
四
九
人
の
立
法
院
委
員
を
選
任
し
た
。
立
法
院
の
中
に
は
法
制
・
経
済
・
財
政
・

軍
事
・
外
受
の
五
つ
の
委
員
舎
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
五
人
の
委
員
を
選
出
し
て
い
る
。

院
長
に
胡
漢
民
が
就
い
て

い
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
政
治
的
影
響
を
強
め
る
た
め
の
政
治
機
構
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
一
面
は
否
定
で
き
な

い
。
し
か
し
毎
週
土
曜
日
に
精
力
的
に
開
催
さ
れ
た
立
法
院
曾
議
の
記
録
を
追

っ
て
い
く
と
、
涯
閥
抗
争
の
た
め
の
機
関
と
い
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
園
民
政
府
の
統
治
瞳
制
を
確
立
す
る
た
め
の
法
制
整
備
に
向
け
、
き
わ
め
て
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
専
門
家
集
固
と
い
う
性
格
が
強
か

っ

た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
北
京
政
府
時
代
の
園
民
黛
系
園
舎
議
員
な
ど
、
や
や
年
配
の
著
名
人
も
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
存
在
は
あ

141 
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備
え
て
い
た
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で
あ
り
、

ま
り
自
に
つ
か
な
い
。
今
回
の
日
中
関
税
協
定
問
題
で
護
言
し
た
の
も
、
留
事
経
験
が
あ
り
財
政
・
経
済
・
法
律
の
専
門
家
と
し
て
の
力
量
を

そ
の
う
ち
衛
挺
生
と
陳
長
務
は
財
政
委
員
舎
の
、
ま
た
部
元
沖
と
馬
寅
初
は
経
済
委
員
舎
に
属
し
て

い
た
。
財
政
委
員
舎
は
委
員
の
う
ち
寅
に
四
人
ま
で
が
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
大
事
留
翠
経
験
者
で
占
め
ら
れ
、
近
代
的
な
財
政
シ
ス
テ
ム
確

(
川
町
〉

立
の
た
め
の
法
制
整
備
に
力
を
注
い
で
い
た
。
ま
た
経
済
委
員
舎
は
献
労
働
法
、
土
地
法
、
農
民
銀
行
保
例
、
公
路
篠
例
、
鎮
山
法
、
森
林
法
な

(

必

)

ど
の
制
定
を
進
め
た
。

」
う
し
た
活
動
を
進
め
て
い
た
立
法
院
委
員
た
ち
に
と
っ
て
、

王
正
廷
外
交
部
長
と
宋
子
文
財
政
部
長
と
が
競
い
合

ぃ
、
い
わ
ば
「
超
法
規
的
」
な
や
り
方
で
推
進
さ
れ
て
い
た
篠
約
改
正
交
渉
は
、
必
ず
し
も
好
ま
し
い
プ
ロ
セ
ス
と
内
容
に
は
見
え
な
か
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
一
年
四
箇
月
前
の
一
九
二
九
年
一
月
に
も
、
ベ
ル
ギ
ー
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
イ

(

印

)

ス
の
各
園
と
中
園
と
の
聞
の
篠
約
の
批
准
問
題
で
、
立
法
院
舎
議
が
紛
糾
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
日
中
関
税
協
定
の
際
の
紛
糾
は
、
同

様
の
問
題
の
再
燃
と
い
う
面
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

よ
う
な
中
園
圏
内
の
民
族
主
義
的
世
論
の
一
端
を
園
民
政
府
の
政
策
決
定
過
程
に
反
映
さ
せ
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

一方、

日
中
関
税
協
定

-142ー

民
意
を
反
映
す
る
仕
組
み
と
し
て
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
だ
っ
た
と
は
い
え
、
立
法
院
の
存
在
は
、
客
観
的
に
は
、
第
一
節
で
述
べ
た

の
交
渉
に
嘗
た
司
た
宋
子
文
や
王
正
廷
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
彼
ら
は
立
法
院
に
お
け
る
議
論
の
よ
う
な
園
民
政
府
部
内
の
民
族
主
義
的
な
潮
流

に
劃
し
て
も
常
に
注
意
を
排
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
貼
か
ら
し
て
も
日
本
側
の
要
求
を
簡
単
に
の
む
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

第
五
節

三
O
年
関
税
の
編
成

初
め
て
そ
の
擢
利
を
行
使
し
て
編
成
し
た
聡
入
税
率
が
三

O
年
閥
税

で
あ
っ
た
。
園
民
政
府
は
一
九
三

O
年
一
二
月
二
九
日
に
こ
の
新
固
定
税
則
を
公
布
し
、
三
日
後
の
一
九
三

O
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
た
。

日
中
関
税
協
定
の
成
立
に
よ
っ
て
関
税
自
主
権
を
獲
得
し
た
中
闘
が
、

三
O
年
関
税
は
六
四
七
品
目
の
聡
入
品
に
劃
し
、

五
J
五
O
%
の
一
二
段
階
に
分
か
れ
た
税
率
を
定
め
て
い
る
。
税
率
が
引
上
げ
ら
れ
た
も
の



四
五
%
の
絹
織
物
・
人
絹
織
物
類
、
四
O
%
の
マ
ッ
チ
と
陶
磁
器
、
三
五
%
の
毛
織
物
、
砂
糖
、
高
級
食
材

等
、
三
O
M
W
の
航
布
、
生
糸
、
ガ
ラ
ス
、
洋
傘
等
が
あ
り
、
税
率
が
引
下
げ
ら
れ
た
も
の
に
は
、
五
J
七
・
五
%
の
機
械
車
輔
類
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
三
O
年
閥
税
の
編
成
過
程
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
園
民
政
府
の
関
税
政
策
の
政
策
意
固
と
政
策
決
定
要
因
を
考
察

に
、
五
O
%
の
酒
・
タ
パ
コ
類
、

す
る
よ
う
に
し
た
い
。

(
一
)
財
政
部
原
案
の
作
成
と
そ
の
施
行
延
期

(

日

)

開
税
自
主
権
回
復
以
降
の
関
税
税
則
に
つ
い
て
は
、
財
政
部
園
定
税
則
委
員
舎
が
そ
の
編
成
作
業
を
進
め
て
お
り
、

工
一
商
部
も
同
委
員
舎
に

措
嘗
者
を
涯
遣
し
て
い
た
。
一
九
二
八
年
一
二
月
公
布
・
一
九
二
九
年
二
月
貫
施
の
二
八
年
闘
税
は
「
試
行
期
間
一
年
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た

た
め
、
元
来
、
一
九
三
O
年
二
月
ま
で
に
新
関
税
を
公
布
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
貧
際
、
一
九
二
九
年
一
一
月
末
、
第
二
O
六
回
中

央
政
治
舎
議
は
「
現
在
、
明
年
二
月
一
日
と
い
う
期
限
が
間
近
に
迫
っ
て
お
り
、
わ
が
園
の
一
商
工
業
を
保
護
す
る
た
め
、
関
税
税
則
を
早
急
に

改
訂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
政
部
に
劉
し
一
二
月
二
O
日
ま
で
に
工
商
部
と
の
合
同
舎
議
を
聞
き
、
新
関
税
税
則
を
決
定
す
る
よ
う
に
命

じ
る
こ
と
を
要
請
す
る
」
と
の
王
正
廷
・
孫
科
連
名
の
提
案
に
基
づ
き
、
財
政
部
に
劃
し
新
税
則
草
案
を
早
急
に
ま
と
め
る
指
示
を
決
議
し
て

(

臼

〉

い
る
。
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そ
の
後
一
一
一
月
二
八
日
附
の
工
諸
部
の
「
進
出
口
税
則
意
見
書
」
に
附
さ
れ
た
説
明
に
よ
れ
ば
、
阿
部
の
措
賞
者
が
、
寅
際
、
前
記
の
指
示

に
従
っ
て
財
政
部
園
定
税
則
委
員
舎
に
出
席
し
、
関
税
税
則
の
編
成
作
業
に
加
わ
っ
て
い
た
。
た
だ
し
「
新
し
い
聡
入
税
則
の
編
成
作
業
は
、

第
一
一
一
鋭
か
ら
第
七
一
八
競
ま
で
の
税
則
番
披
の
品
目
に
つ
い
て
は
完
了
し
て
お
り
、
そ
の
税
率
も
工
一
商
部
の
政
策
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
生
糸
と
綿
糸
布
関
係
の
第
一
競
か
ら
第
一
一
O
読
ま
で
の
品
目
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
改
訂
作
業
が
終
わ
っ
て
い
な

い
。
:
:
:
税
則
を
期
限
内
に
ま
と
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
原
案
作
成
に
か
な
り
手
間
取
っ
て
い
た
模

(

臼

)

様
が
う
か
が
え
る
。
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し
た
が
っ
て
同
じ
頃
、

財
政
部
長
の
宋
子
文
が
日
本
の
外
交
官
に
封
し

「
質
ハ
固
定
税
率
草
案
ハ
既
ニ
作
成
済
ナ
ル
カ
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:
:
・
」
と
語
っ
た
の
は
、
そ
の
す
ぐ
後
に

「
賓
施
-
一
付
テ
ハ
是
非
ト
モ
日
本
側
ト
モ
協
議
ス
ル
ヲ
要
ス
ル
衣
第
一
一
テ
、
自
分
ト
シ
テ
モ
之
ヲ
希

望
シ
居
レ
リ
。
然
ル
ニ
他
方
若
シ
目
下
ノ
状
態
ニ
テ
準
マ
ハ
、
結
局
二
月
一
日
ト
ナ
リ
テ
自
分
ニ
於
テ
右
園
定
税
率
ヲ
寅
行
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ

ル
羽
目
ニ
強
制
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
」
と
言
葉
を
績
け
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
側
に
閲
税
問
題
で
の
外
交
交
渉
に
腰
じ

(

臼

)

や
や
誇
張
さ
れ
た
震
言
だ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

る
よ
う
促
す
た
め
の
、

し
か
も
園
民
政
府
に
と
っ
て
、
問
題
は
三

O
年
関
税
の
中
身
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
公
布
し
施
行
す
る
か
も
、
微
妙
な

要
素
を
含
む
検
討
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
嘗
時
の
新
聞
報
道
は
「
断
固
と
し
て
公
布
す
る
か
、
そ
れ
と
も
外
交
嘗
局
が
ま
だ
中
園
の
閥
税
自

主
権
に
同
意
し
て
な
い
園
〔
引
用
者
注
、
い
う
ま
で
も
な
く
日
本
を
指
し
て
い
る
〕
と
協
議
を
進
め
る
の
を
ま
っ
て
公
布
す
べ
き
か
、

(

部

)

行
政
院
舎
議
で
財
政
部
長
の
宋
子
文
と
外
交
部
長
の
王
正
廷
か
ら
報
告
が
提
出
さ
れ
、
討
論
さ
れ
る
」
と
停
与
え
て
い
る
。

一
月
七
日
の

そ
の
後
、
宋
子
文
の
前
記
護
言
な
ど
も
踏
ま
え
つ
つ
、

翌
一
九
三

O
年
一
月
か
ら
関
税
問
題
を
め
ぐ
る
日
中
聞
の
外
交
交
渉
が
始
ま
司
た
の

-144-

は
、
す
で
に
前
節
で
燭
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
嘗
然
、
こ
の
変
渉
の
決
着
が
つ
く
ま
で
、
新
税
則
の
公
布
施
行
は
先
迭
り
と
な
っ
た
。
加
え
て

嘗
時
、
銀
の
園
際
債
格
が
低
落
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
中
園
銀
元
の
外
園
震
替
レ

1
ト
も
低
落
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
金
通
貨
圏

の
諸
外
園
か
ら
銀
通
貨
圏
の
中
園
に
験
入
さ
れ
る
商
品
の
債
格
が
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
結
果
的
に
中
国
の
圏
内
産
業
に
封
し
保
護
閥

(
日
山
〉

税
の
設
置
に
も
似
た
毅
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
、
保
護
関
税
寅
現
の
切
迫
性
を
弱
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
三

O
年
開
税
の
制
定
に
劃
し
て
は

息
継
ぎ
期
聞
が
興
え
ら
れ
た
と
も
い
え
、
同
関
税
の
編
成
作
業
は
そ
の
後
も
時
日
を
費
や
し
て
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
外
信
用
レ

1
ト
の
低
落
は
、
外
貨
に
換
算
し
た
場
合
の
閥
税
政
入
が
目
減
り
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
も
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
は
内
外
債

の
債
務
償
還
基
金
と
し
て
関
税
牧
入
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
園
民
政
府
に
と
っ
て
も
由
由
し
き
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の

貼
に
つ
い
て
は
、

「
海
関
金
単
位
」
制
を
導
入
し
関
税
徴
牧
の
際
の
逼
貨
車
位
を
金
貨
建
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
解
決
が
園
ら
れ
た
。
こ

の
措
置
が
有
数
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
財
政
部
自
身
、
「
閥
税
を
猪
保
と
す
る
債
務
並
び
に
賠
償
金
の
支
排
は
金
貨
建
で
計
算
さ
れ
る

従
来
、
こ
れ
へ
の
針
策
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。

し
か
し
本
年
〔
一
九
三
O

た
め
、
銀
債
格
の
低
落
に
つ
れ
て
篤
替
差
損
が
増
加
す
る
。



年
〕
二
月
、
稔
入
品
に
劃
す
る
閥
税
を
金
車
位
で
徴
牧
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

(

m

む

た
い
へ
ん
都
合
が
良
く
な
司
た
。
」
と
評
債
し
て
い
る
。

一
九
三

O
年
夏
頃
ま
で
に
財
政
部
固
定
税
則
委
員
舎
が
ま
と
め
た
と
見
ら
れ
る
三

O
年
閥
税
の
原
案
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
し

そ
の
後
、

か
し
い
く
つ
か
の
史
料
か
ら
推
測
す
る
限
り
、
保
護
関
税
と
言
う
よ
り
は
財
政
関
税
的
な
色
彩
が
強
い
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば

財
政
部
が
新
関
税
の
制
定
問
題
で
立
法
院
に
提
出
し
た
説
明
書
は
「
債
務
並
び
に
賠
償
金
を
支
排
う
た
め
に
、
従
来
の
税
率
五
%
の
闘
税
で
は

そ
の
朕
況
に
割
腹
す
る
の
は
困
難
に
な
ろ
う
。
」
と
、

不
足
す
る
。
:
:
:
今
後
も
し
金
債
格
が
さ
ら
に
上
昇
を
績
け
る
な
ら
ば
、

〈
同
叫
)

要
性
を
も
っ
ぱ
ら
強
調
し
て
い
た
。

一
方
、
財
政
部
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
、
工
一
商
部
は
保
護
関
税
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

財
政
上
の
必

「
園
際
的
な
経
済
侵
略
が
き
わ
め
て
激
烈
な
今

日
に
あ

っ
て
、
圏
内
の
一
商
工
業
は
な
お
初
期
的
な
褒
展
段
階
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
嘗
然
、
圏
内
産
業
に
劃
す
る
保
護
主
義
を
採
用
し
て
閥
税
政

策
を
決
定
し
、
経
済
侵
略
を
阻
み
工
業
の
設
展
を
園
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
の
が
、
前
に
も
引
い
た
一
九
二
九
年
末
の
工
一
商
部
一
意

(

印

)

見
書
の
主
張
で
あ
っ
た
。

-145ー

(
一
一
)

財
政
部
原
案
の
修
正
過
程

一
九
三

O
年
七
月
、
園
民
政
府
第
八
六
回
園
務
舎
議
が
財
政
部
圏
定
税
則
委
員
舎
の
税
則
草
案
を
立
法
院
の
審
議
に
付
す
の
を
決
め
た
こ
と

(
印
)

を
受
け
、
八
月
二
日
の
立
法
院
第
一

O
三
田
舎
議
は
同
草
案
を
立
法
院
内
の
財
政
委
員
舎
の
審
議
に
付
す
こ
と
を
決
定
し
た
。
毎
回
列
席
し
た

園
定
税
則
委
員
舎
側
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
財
政
委
員
舎
は
九
月
四
日
の
第
三
四
田
舎
議
か
ら
一
一
月
二
五
日
の
第
四
五
回
舎
議
に
至
る
ま

で
の
聞
に
、
三

O
年
閥
税
草
案
の
審
議
の
み
を
目
的
と
す
る
曾
議
を
全
部
で
八
回
開
催
、
税
率
の
安
嘗
性
を
各
品
目
ご
と
に
逐
一
検
討
し
修
正

(
町
出
〉

を
加
え
て
い
る
。
第
三
讃
舎
ま
で
念
入
り
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、
延
べ
三
八
時
間
牢
も
の
時
聞
が
関
税
草
案
の
審
議
に
費
や
さ
れ
た
。
そ
の
審

議
の
模
様
に
つ
い
て
、
一
一
月
末
、
あ
る
新
聞
記
事
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
「
稔
入
税
の
税
則
草
案
は
、
す
で
に
二
箇
月
以
上
立
法
院

財
政
委
員
舎
で
審
議
さ
れ
て
き
た
。
品
目
数
が
多
い
た
め
審
議
に
は
大
獲
な
時
日
を
費
や
し
、
し
か
も
財
政
部
か
ら
随
時
関
連
資
料
を
取
り
寄

145 
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せ
な
が
ら
そ
の
作
業
を
準
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
在
、

(

位

)

舎
の
討
論
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
。

ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
終
え
て
お
り
、
こ
こ
二
週
間
の
内
に
は
立
法
院
の
全
瞳

そ
の
ほ
か
の
新
聞
報
道
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
立
法
院
財
政
委
員
舎
に
於
け
る
審
議
を
通
じ
、

工
業
用
原
料
と
な
る
い
く
つ
か
の
品
目
に
劃
す
る
税
率
が
引
下
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
全
部
で
六
四
七
品
目
あ
る
内
、
紙
巻
タ
バ
コ
、
洋
酒
、

人
絹
織
物
類
な
ど
約
二
六

O
品
目
に
劃
す
る
税
率
が
引
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
。

(

臼

)

園
の
経
済
界
が
強
い
影
響
力
を
護
揮
し
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
黙
か
ら
言
え
ば
、
折
か
ら
開
催
さ
れ
た
全
園
工
一
商
舎
議
で
の
討
論

一
連
の
原
案
修
正
に
つ
い
て

タ
イ
ム
ズ
紙
の
特
涯
員
は
、
中

内
容
が
注
目
さ
れ
る
。

全
園
工
一
商
舎
議
は
一
九
三

O
年
一
一
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
首
都
南
京
で
開
催
さ
れ
、
園
民
政
府
の
各
部
代
表
、
各
地
の
省
市
代
表
、
商
工

提
案
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

工
一
商
部
の
闘
係
者
ら
二
二

O
人
以
上
が
出
席
、
一
商
工
業
の
振
興
に
闘
す
る
四
二

O
件
以
上
の

工
商
部
長
の
孔
群
照
自
身
の
謹
言
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
舎
議
は
「
経
済
建
設
に
努
力
す
る
と
い
う
精
神
の
下
、
官

〈

臼

)

民
協
力
の
出
護
貼
を
築
い
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
園
民
政
府
と
し
て
、
民
間
の
経
済
界
有
力
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
ら
に
謹
言
・

エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
、
海
外
華
僑
、

業
界
の
指
導
者
、

提
案
・
討
論
の
機
舎
を
輿
え
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
政
府
に
劃
す
る
支
持
を
固
め
る
こ
と
が
企
固
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
む
ろ
ん
工
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一
商
部
と
孔
群
照
自
身
の
地
位
を
強
化
す
る
狙
い
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

舎
議
は
分
科
舎
に
分
か
れ
て
進
め
ら
れ
、
関
税
問
題
は
金
融
・
税
制
に
つ
い
て
扱
う
第
四
分
科
舎
で
討
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
科
舎
で
取

り
あ
げ
ら
れ
た
六
三
件
の
提
案
の
内
、

一
一
一
件
が
闘
税
問
題
に
言
及
し
て
い
た
。
主
な
も
の
を
列
翠
す
る
と
、

上
海
の
経
済
圏
盤
、
中
華
園
貨

維
持
舎
の
委
員
王
介
安
に
よ
る
「
園
産
品
の
検
出
税
を
減
売
し
外
園
品
の
職
入
税
を
引
上
げ
、

市
首
曾
主
席
の
王
暁
鏑
・
同
舎
常
務
委
員
の
虞
治
卿
・
中
園
通
一
商
銀
行
監
査
役
の
方
版
伯
の
三
者
連
名
に
よ
る
「
関
税
保
護
政
策
を
寅
行
し
、

園
産
品
の
職
出
税
を
克
除
す
る
と
と
も
に
、
外
園
品
の
売
税
及
び
戻
し
税
特
権
を
撤
躍
し
、
税
牧
の
維
持
を
園
る
こ
と
を
要
請
す
る
提
案
」
、

蘇
州
一
商
舎
主
席
の
程
兆
棟
に
よ
る
「
固
定
税
葎
賀
行
の
提
案
」
、
青
島
一
商
舎
主
席
の
丁
長
昇
に
よ
る
「
固
定
税
則
の
早
期
公
布
の
提
案
」
な
ど

(

臼

)

い
ず
れ
も
中
園
圏
内
一
商
工
業
者
の
保
護
関
税
貫
施
要
求
を
反
映
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
つ
存
在
だ
っ
た

園
産
品
の
維
持
に
責
す
た
め
の
提
議
」
、

上
海

で
あ
り
、



の
が
、
上
海
市
商
一
舎
主
席
王
境
績
ら
の
三
者
連
名
提
案
で
あ
っ
た
。
提
案
者
の
顔
ぶ
れ
の
豪
華
さ
ー
ー
ー
一
一
一
者
と
も
一
九
一

0
年
代
末
か
ら
ニ

0

年
代
に
か
け
て
の
上
海
経
済
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
有
名
人
た
ち
で
あ
っ
た
ー
ー
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
提
案
の
趣
旨
説
明
に
お
い
て
新
園
定

税
則
を
め
ぐ
る
政
策
決
定
過
程
に
言
及
し
、

認
識
を
明
確
に
提
示
し
た
上
で
、
新
総
入
税
則
賓
施
以
降
の
政
策
的
課
題
を
打
ち
だ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
彼
ら
は
、
立
法
院
に
お

「
す
で
に
立
法
院
の
審
議
に
付
さ
れ
、
近
日
中
に
公
布
施
行
さ
れ
る
も
の
と
聞
い
て
い
る
」
と
の

け
る
三

O
年
関
税
の
審
議
経
過
を
つ
ぶ
さ
に
掌
握
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
濁
自
の
人
的
な
つ
な
が
り
を
通
じ
、
園
民
政
府
の
閥
税

政
策
に
関
す
る
全
般
的
な
動
向
を
察
知
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
情
報
を
十
分
に
踏
ま
え
、
こ
の
提
案
を
ま
と
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
舎
議
に
参
加
し
た
企
業
経
営
者
が
個
人
の
立
場
で
関
税
問
題
に
関
す
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
、
彼
ら
の
関
心
の
高
さ
を

示
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
奉
げ
て
お
く
と
、
無
錫
の
慶
盟
紗
廠
経
理
の
唐
星
海
に
よ
る
「
政
府
に
劃
し
、
ま
ず
綿
糸
布
を
劃
象
に
関
税
保
護
政

策
を
貫
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
提
案
」
、
振
華
油
漆
公
司
経
理
の
部
耳
目
卿
に
よ
る
「
内
陸
地
域
の
苛
掲
雑
税
を
撤
麗
し
、

(

前

〉

る
職
入
税
を
軽
減
し
、
外
園
製
の
完
製
品
に
射
す
る
轍
入
税
を
引
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
提
案
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

工
業
用
原
料
に
劃
す
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こ
の
よ
う
な
朕
況
か
ら
剣
断
す
る
限
り
、
財
政
部
固
定
税
則
委
員
舎
の
原
案
を
修
正
す
る
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
、
上
海
を
は
じ
め
と
す
る

沿
海
工
業
都
市
の
一
商
工
業
者
た
ち
に
よ
る
保
護
関
税
寅
現
の
要
求
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
一
貫
し
た
働
き
か
け
が
立
法
院
審
議
の
場
に
も
反
映
さ

れ
、
三

O
年
関
税
に
於
け
る
保
護
関
税
的
な
性
格
が
強
め
ら
れ
る
結
果
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
貫
際
、
三

O
年
闘
税
の
公
布
施
行
か
ら
三
箇

月
を
経
た
舎
議
の
場
で
、
財
政
部
長
宋
子
文
は
今
回
の
税
則
制
定
の
際
の
三
つ
の
原
則
と
し
て
「
①
工
業
用
原
料
の
税
率
引
下
げ
、
②
す
で
に

園
産
化
さ
れ
て
い
る
分
野
の
工
業
製
品
に
劃
す
る
税
率
引
上
げ
、
③
税
牧
の
確
保
」
を
奉
げ
、
保
護
関
税
的
な
配
慮
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

(
同
町
〉

を
改
め
て
明
確
に
し
た
。

お

わ

り
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日
中
開
税
協
定
と
三

O
年
関
税
に
封
し
、

日
中
南
園
の
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
が
有
利
な
結
果
を
得
た
か
の
よ
う
な
一
面
的
な
評
債
を
下
す
こ



148 

と
は
、
避
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
関
税
協
定
の
交
渉
を
通
じ
、

日
中
雨
園
は
と
も
に
か
な
り
の
程
度
ま
で
譲
歩
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

税
率
協
定
こ
そ
締
結
で
き
た
と
は
い
え
、

の
期
間
も
、
首
初
の
案
に
比
べ
れ
ば
相
嘗
に
縮
小
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
。

日
本
は
、
中
閣
の
関
税
自
主
権
を
明
確
に
承
認
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
、
税
率
据
置
の
劃
象
品
目
も
そ

日
本
と
い
う
最
後
に
残
さ
れ
て
い
た
関
税
自
主
権

一
方
中
園
は
、

土
木
承
認
固
と
も
協
定
を
結
び
、
念
願
の
関
税
自
主
権
を
完
全
に
回
復
し
三

O
年
関
税
を
公
布
質
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
い
え
、

目
に
つ
い
て
は
税
率
据
置
を
約
束
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
日
中
雨
園
の
譲
歩
を
貫
現
し
た
僚
件
は
、
嘗
時
の
国
際
関
係
、
商
圏
の
外
交
政
策

と
政
治
的
環
境
、
雨
園
の
一商
工
業
者
の
働
き
か
け
な
ど
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
一
商
工
業
者
の
活
動
と
同
様
、
中
園
の
一
商
工
業
者

一
部
の
品

の
活
動
に
劃
し
て
も
注
意
が
排
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
全
睦
と
し
て
、
こ
の
過
程
を
ど
の
よ
う
に
許
慣
す
る
こ
と
が
適
切
な
の
だ
ろ
う
か
。

日
中
関
税
協
定
に
よ
り
、
一
二
年
と
い
う
期
間
さ
え

経
過
す
れ
ば
、
中
閣
は
全
く
自
由
に
、

い
か
な
る
税
率
協
定
に
も
拘
束
さ
れ
ず
関
税
自
主
擦
を
行
使
で
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

関
税
自
主
権
が
近
代
闘
家
形
成
期
の
財
政
確
立
と
経
済
護
展
に
と
っ
て
持
つ
意
義
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
、
中
国
園
民
政
府
が
関
税
自

主
権
を
回
復
し
得
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
中
園
経
済
の
設
展
に
射
し
税
率
協
定
が
多
少
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
し
て
も
、
中
園
が
得
た

成
果
は
、
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そ
れ
よ
り
は
る
か
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

闘
民
政
府
の
外
交
活
動
と
い
う
面
か
ら
み
た
場
合
、

王
正
廷
外
交
部
長
に
よ
る
「
革
命
外
交
」
と
宋
子
文
財
政
部
長
に
よ
る
経
済
外
交
と
が

競
い
あ
う
よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ
て
い
た
の
が
、

日
中
闘
税
協
定
を
め
ぐ
る
交
渉
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
注

目
さ
れ
る
の
は
、
協
定
の
批
准
手
績
き
を
契
機
に
生
じ
た
立
法
院
の
異
議
申
立
て
で
あ
る
。
同
院
は
、
法
律
や
経
済
な
ど
の
専
門
家
集
圏
的
な

色
彩
の
強
い
立
法
機
闘
と
し
て
、
囲
内
世
論
を
園
民
政
府
の
政
策
決
定
、
過
程
に
反
映
さ
せ
て
い
く
固
有
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
三

O
年
闘

税
の
編
成
に
際
し
て
も
、
立
法
院
は
財
政
部
原
案
が
一
商
工
業
者
の
藍
力
で
修
正
さ
れ
て
い
く
場
の
一
つ
に
な
っ
た
。

日
本
の
漬
口
内
閣
に
と
っ
て
、
と
く
に
幣
原
外
相
、
並
び
に
交
渉
を
捨
嘗
し
た
重
光
代
理
公
使
に
と
司
て
、
日
中
関
税
協
定
は
、
日

(
m
m
)
 

中
聞
の
外
交
関
係
を
好
捕
さ
せ
る
契
機
に
す
る
た
め
、
締
結
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
本
の
封
中
園
貿
易
に
於
け
る
利
害
関
係
と
中
園

一方、



の
産
業
保
護
主
義
と
の
聞
に
は
多
く
の
矛
盾
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
事
情
は
日
中
関
税
協
定
の
交
渉
過
程
で
も
し
ば
し
ば
露
呈
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
日
中
関
税
協
定
の
一
締
結
か
ら
わ
ず
か
一
年
四
箇
月
後
、
関
東
軍
賂
校
ら
の
謀
略
を
契
機
に
日
本
の
東
北
侵
略
が
開
始
さ

日
中
聞
の
外
交
関
係
の
改
善
と
い
う
課
題
は
一
頓
挫
を
喫
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
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註(
1
〉
中
園
園
民
政
府
の
歴
史
的
性
格
と
そ
の
経
済
政
策
の
役
割
に
関
す
る

筆
者
の
見
解
は
、
さ
し
嘗
た
り
拙
稿
「
園
民
政
府
の
政
治
僅
制
と
経
済

政
策
」
池
田
誠
等
編
『
中
園
近
代
化
の
歴
史
と
展
望
』
法
律
文
化
社
、

一
九
九
六
年
参
照
。

(
2
〉
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
笹
川
裕
史
「
中
園
園
民
政
府
研
究
」
野
津
堕

編
『
日
本
の
中
華
民
園
史
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
を
参
照
。

(
3
〉
南
京
で
は
南
京
圏
民
政
府
の
文
書
史
料
集
と
し
て
、
中
圏
第
二
歴
史

楢
案
館
編
『
中
華
民
園
史
檎
案
資
料
集
編
』
第
五
輯
が
江
蘇
古
籍
出
版

社
か
ら
一
九
九
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
。
蓋
北
で
は
、
園
民
政
府
、
外
交

部
等
の
系
統
的
に
整
理
さ
れ
た
文
書
が
園
史
館
に
お
い
て
公
開
さ
れ
、

一
般
の
研
究
者
が
容
易
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
央
研
究
院

近
代
史
研
究
所
に
は
経
済
部
関
係
の
文
書
が
あ
り
、
や
は
り
整
理
公
開

さ
れ
て
い
る
。
日
本
外
交
文
書
の
刊
行
事
業
の
封
象
も
よ
う
や
く
昭
和

期
に
入
り
、
き
わ
め
て
水
準
の
高
い
文
書
集
が
公
刊
さ
れ
た
。
と
く
に

昭
和
五
年
の
封
中
園
関
係
外
交
文
書
を
牧
録
し
た
『
日
本
外
交
文
書
』

昭
和
期

I
第
一
部
第
四
巻
、
一
九
九
四
年
の
「
四
日
中
関
税
協
定
交

渉
関
係
」
の
部
分
は
、
い
わ
ゆ
る
「
松
本
記
録
」
に
加
え
、
憲
政
記
念

館
所
蔵
『
重
光
葵
関
係
文
書
』
か
ら
も
重
要
な
文
書
を
補
っ
て
お
り
、

き
わ
め
て
密
度
の
濃
い
記
録
集
に
な
っ
て
い
る
。
一
柳
山
・
小
池
・
松
重

稿
「
日
本
外
交
文
書
解
題
『
昭
和
期

I
第
一
部
第
回
答
』
」

料
館
館
報
』
第
八
鋭
、
一
九
九
五
年
参
照
。

(
4
〉
副
島
昭
一
「
中
闘
の
不
卒
等
倹
約
撤
駿
と
『
満
州
事
第
』
」
古
屋
哲

夫
編
『
日
中
戦
争
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
。

(

5

)

向
上
、
一
九
二
頁
以
下
。

(
6
〉
日
本
経
済
連
盟
曾
支
那
問
題
特
別
調
査
委
員
曾
『
支
那
関
税
互
悪
協

定
口
問
自
に
関
す
る
嘗
業
者
の
意
見
』
(
一

)
J
ハ
九
)
、
一
九
二
九
年
。

(
7
〉
前
掲
副
島
論
文
一
九
五
J
一
九
七
頁
。

(

8

)

拙
稿
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
鐙
制
と
ワ
シ
ン
ト
ン
値
制
」
歴
史
皐
研
究
禽

編
『
講
座
世
界
史
』
第
六
巻
、
東
京
大
拳
出
版
倉
、
一
九
九
五
年
。

〈
9
〉
『
金
曜
禽
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
第
四
七
鋭
、
一
九
三

O
年
一
一
月
二
八

目
、
九
頁
、
同
第
五
四
続
、
一
九
=
二
年
三
月
一

O
目
、
七
頁
。

(
日
)
在
上
海
重
光
線
領
事
↓
幣
原
外
相
、
第
三
ご
九
鋭
、
一
九
二
九
年

一
O
月
二

O
日
。
外
交
資
料
館
「
B
二
O

O

J
/
C

日
支
遁
一
商
一
候

約
改
訂
関
係
一
件
」
第
四
巻
。
な
お
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
』
昭

和
期
I
第
一
部
第
三
巻
、
一
九
九
三
年
、
六
五
五
文
書
、
と
し
て
、
同

書
八
三
七
J
八
四
四
頁
に
牧
録

〈
以
下
こ
の
種
の
書
名
の
表
記
は

『日

外
交
文
書
』
昭
I
l
一
l
三
と
省
略
〉
。

(
江
〉
在
上
海
重
光
総
領
事
↓
幣
原
外
相
、
第
一
二
二
八
鏡
、

『
外
交
史

-149ー

一
九
二
九
年



一
O
月
一
一
一
一
日
。
外
交
資
料
館
「
B
二
O
O
J
/
C
臼
支
通
商
後

約
改
訂
関
係
一
件
」
第
四
谷
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
l
l
一
|
三
、
六

五
七
文
書
と
し
て
、
同
書
八
四
五
J
八
四
六
頁
に
牧
録
。

(
ロ
〉
『
日
外
交
文
書
』
昭
l
l
一
三
、
六
五
七
文
書
、
第
八
四
六
J
八

四
七
頁
。

(
日
)
幣
原
外
相
↓
在
上
海
重
光
総
領
事
、
第
六
挽
及
び
第
七
説
、
一
九
三

O
年
一
月

一
O
日
。

『
日
外
交
文
書
』
昭
i
l
-
-
四
、
一
九
九
四

年
、
二
四
三
文
書
、
三
一

一一
一一
J
一一一一
一一
一
頁
。

(
H
〉
『
日
外
交
文
書
』
昭
i
|
一
|
四
、
一
九
九
四
年
、
二
六
三
文
書
、

三
五
七
J
三
五
八
頁
。

(
日
〉
『
一商
業
月
報
』
第
一
二
巻
第
二
期
、

一
九
三
O
年
二
月
。

(
時
)
『
申
報
』
一
九
三

O
年
三
月
一
四
日
。

(
ロ
〉
『
申
報
』
一
九
三

O
年
二
月
一
一
一
目
、
一
一
六
日
、
二
七
日
、
同
三
月

二
日
、
一
四
日
。
ま
た
中
圏
第
二
歴
史
楢
案
館
編
『
中
華
民
園
史
楢
案

資
料
集
編
』
第
五
輯
第
一
編
財
政
経
済
企
一
〉
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
四
年
ハ
以
下
、
『
民
園
史
檎
案
資
料
』
五
/
一
/
財
経
二
と
略

稽
〉
、
一
四
l
一
九
頁
。

(
お
)
『
新
長
報
』
一
九
三
O
年
三
月
八
日
(
た
だ
し
『
現
代
支
那
之
記

銭
』
所
牧
記
事
に
よ
る
〉
。

〈
mm
〉
同
三
月
一
五
日
。

〈
初
)
『
東
方
雑
誌
』
第
二
七
巻
第
九
期
、
一
九
三

O
年
五
月
一

O
目。

(
幻
)
『
大
公
報
』
一
九
三

O
年一一一月一

O
目。

(
沼
〉
『
申
報
』
一
九
三

O
年
三
月
二
九
日
。

(
お
〉
『
盆
世
報
』
一
九
三

O
年
五
月
一
六
日
。

(
刷
出
)
重
光
臨
時
代
理
公
使
↓
幣
原
外
相
、
公
第
八
貌
、

150 

一
九
三

O
年
一
月

一
六
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
l
-
-
四
、
二
四
九
文
書
、
三
三
五

l
三
三
七
頁
。
向
上
、
公
第
一
四
続
、
同
月
一
七
日
、
同
二
五
O
文

書
、
三
三
七
J
三
三
八
頁
。
向
上
、
公
第
一
五
抽
師
、
同
日
、
同
二
五
一

文
書
、
三
三
八
J
三
三
九
頁
。
以
下
の
交
渉
過
程
の
分
析
は
、
中
園
側

の
文
書
資
料
が
見
い
だ
せ
な
い
た
め
、
主
に
日
本
側
文
書
に
依
接
し
て

い
る
。
な
お
宋
子
文
は
週
末
上
海
の
私
邸
に
帰
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

〈
お
)
重
光
臨
時
代
理
公
使
↓
幣
原
外
相
、
公
第
二
八
l
三
二
鋭
、
一
九
三

O
年
一
月
一
一

一目
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
l
|
一
ー
ー
四
、
二
五
六
文

章
宍
三
四
四
J
三
四
九
頁
。

(
お
〉
重
光
臨
時
代
理
公
使
↓
幣
原
外
相
、
公
第
四

O
鋭
、
一
九
三

O
年一

月
二
二
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
l
-
-
四
、
二
五
八
文
書
、
三
五

一
J
一
一
一
五
二
頁
。

(
幻
)
重
光
臨
時
代
理
公
使
↓
幣
原
外
相
、
公
第
四
七
J
四
九
誠
、
一
九
一
一
一

O
年
一
月
一
一
一
一
一
目
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
1
一
四
、
二
六
一
文

書
、
三
五
四
J
三
五
六
頁
。

(
お
)
重
光
臨
時
代
理
公
使
↓
幣
原
外
相
、
公
第
五
五
J
五
六
鋭
、
一
九
三

O
年

一
月
二
四
目
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
l
-
-
四
、
二
六
四
文

書
、
三
五
八
J
一
二
六
一
一
貝
。

(
勾
〉
大
蔵
省
主
税
局
「
日
支
関
税
協
定
ニ
関
ス
ル
我
方
提
案
品
目
の
輸
出

額
調
」
一
九
三

O
年
二
月
、
大
蔵
省
財
政
資
料
室
『
昭
和
財
政
史
資

料
』
第
九
貌
支
那
日
支
関
税
協
定
(
二
)
、

N

∞S
¥包
¥
む
。

〈
却
)
在
南
京
上
村
領
事
↓
幣
原
外
相
、
第
二
二
鋭
、
一
九
三

O
年
二
月

三
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I

一

四
、
二
八
五
文
書
、
三
九
二
J

三
九
四
頁
。

(
幻
)
李
恩
酒
『
北
伐
前
後
的
「
革
命
外
交
」
(
巴
N
印

1
5
出
〉
』
中
央
研
究
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院
近
代
史
研
究
所
、

(
位
)
向
上
。

〈
お
〉
幣
原
外
相
↓
在
南
京
上
村
領
事
、
第
一
五
鋭
、
一
九
三
O
年
二
月
五

日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
l
-
-
四
、
二
八
七
文
書
、
三
九
五
J
一一一

九
六
頁
。
幣
原
外
相
↓
重
光
臨
時
代
理
公
使
、
公
第
九
四
続
、
一
九
三

O
年
二
月
一

O
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
一
回
、
二
九
七
文

書
、
四

O
八
頁
。

(
担
〉
幣
原
外
相
↓
重
光
臨
時
代
理
公
使
、
公
第
一
二
抗
、
一
九
三

O
年
一

月
二
四
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
l
一
|
四
、
二
六
五
文
書
、
三
六

一
J
一
一
一
六
二
頁
。
問
、
公
第
一
四
鏡
、
一
九
三

O
年
一
月
二
四
日
。

『
日
外
交
文
書
』
昭
I
l
一
l
四
、
二
六
七
文
書
、
三
六
二
J
一二六一二

頁。

(
お
〉
幣
原
外
相
↓
重
光
臨
時
代
理
公
使
、
公
第
三
一
鏡
、
一
九
三

O
年
一

月
二
六
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
|
一
|
四
、
二
七
三
文
書
、
三
七

五
頁
。
幣
原
外
相
↓
在
南
京
上
村
領
事
、
第
一
九
競
(
重
光
臨
理
代
理

公
使
へ
停
達
〉
、
一
九
三

O
年
二
月
六
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
i
l

-
-
四
、
二
九
一
文
書
、
三
九
八
J
三
九
九
頁
。

〈
お
〉
幣
原
外
相
↓
重
光
臨
時
代
理
公
使
、
公
第
一
一
九
貌
、
一
九
三

O
年

二
月
二
二
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
ー
一
|
四
、
三
O
O文
書
、
四

一
O
J
四一一一一一良。

(
幻
〉
重
光
臨
時
代
理
公
使
↓
幣
原
外
相
、
公
第
二
四
一
鏡
、
一
九
三

O
年

二
月
一
一
一
一
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
ー
一
|
四
、
三

O
二
文
書
、
四

一五
J
四
一
六
頁
。
小
池
聖
一
等
「
日
本
外
交
文
書
解
題
『
昭
和
期
I

第
一
部
第
四
巻
』
」
『
外
交
史
料
館
館
報
』
第
八
鋭
、
一
九
九
五
年

三
月
、
一
一

O
頁。

一
九
九
三
年
。

(
叩
品
〉
重
光
臨
時
代
理
公
使
↓
幣
原
外
相
、
公
第
二
六
二
抗
、
一
九
三

O
年

三
月
七
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
l
-
-
四
、
三

O
七
文
書
、
四
一

八
J
四
一
一
一
頁
。
幣
原
外
相
↓
在
中
圏
各
公
館
、
合
第
一
一

O
続
、
一

九
三
O
年
三
月
一
一
一
一
日
。
『
日
外
交
文
書
』
昭
I
l
一
l
四
、
一
一
一
一

O

文
書
、
四
二
五
J
四
二
六
頁
。
な
お
三
月
一
一
一
日
が
孫
文
の
逝
去
記
念

日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
園
側
の
希
望
に
よ
り
、
協
定
草
案
署
名
の

文
書
上
の
日
附
は
三
月
一
一
日
と
さ
れ
た
。

(
鈎
〉
日
中
関
税
協
定
と
四
つ
の
附
属
文
書
、
並
び
に
一
つ
の
附
属
秘
密
交

換
公
文
の
全
文
は
外
務
省
縞
『
日
本
外
交
文
書
鐙
主
要
文
書
』
下
巻
、

原
書
房
、
一
九
六
六
年
、
一
六
一

J
一
六
八
頁
所
枚
。
中
園
文
は
王
銭

崖
編
『
中
外
葎
約
章
柔
編
』
第
三
加
、
生
活
・
讃
書
・
新
知
三
聯
書

底
、
一
九
六
二
年
、
七
九
八
J
八
O
五
頁
。
た
だ
し
附
属
秘
密
交
換
公

文
の
記
載
に
は
相
濯
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
日
本
外
交
文
書
盟
主
要
文

書
』
下
巻
に
掲
載
さ
れ
た
英
文
の
附
属
秘
密
交
換
公
文
が
、
『
中
外
奮

約
章
一
葉
編
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
の
要
貼
を
記
し
た
議
事
録
(
第

五
附
属
文
書
と
さ
れ
る
)
の
み
の
掲
載
と
な
っ
て
い
る
。

(
川
叫
〉
『
立
法
院
公
報
』
第
一
八
期
、
一
九
三

O
年
六
月
、
「
立
法
院
舎
議

議
事
録
」
欄
六
頁
。

〈4
〉
『
園
民
政
府
公
報
』
第
九
九
期
、
一
九
二
八
年
一

O
月
、
一
五
J
一

六
頁
。

(
必
〉
立
法
院
容
↓
行
政
院
、
一
九
三

O
年
五
月
一

O
目
、
『
立
法
院
公

報
』
第
一
八
期
、
一
九
三

O
年
六
月
、
「
公
膿
」
欄
九
l
一

O
頁。

〈
必
〉
『
立
法
院
公
報
』
第
一
八
期
、
一
九
三

O
年
六
月
、
「
立
法
院
曾
議

議
事
録
」
欄
八
l
一

O
頁
。
『
部
元
沖
日
記
』
上
海
人
民
出
版
社
、
一

九
九
O
年
、
六
三

O
頁
。
部
元
沖
は
後
述
す
る
よ
う
に
有
力
な
立
法
院
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委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
。

(
川
相
)
『
立
法
院
公
報
』
第
一
八
期
、
一
九
三

O
年
六
月
、
「
立
法
院
舎
議

議
事
録
」
欄
一

0
1
一
一
一
頁
。
立
法
院
呈
↓
園
民
政
府
、
一
九
三

O
年

五
月
一
一
一
一
日
、
『
立
法
院
公
報
』
第
一
八
期
、
一
九
三

O
年
六
月
、
「
公

股
」
欄
一

J
二
頁
。
な
お
同
じ
文
書
は
中
華
民
国
外
交
問
題
研
究
舎

『
中
日
外
交
史
料
叢
編
(
一
〉
図
民
政
府
北
伐
後
中
日
外
交
関
係
』
一

九
六
四
年
、
七
二
J
七
三
頁
に
も
所
枚
。

(
必
)
園
民
政
府
訓
令
↓
行
政
院
、
第
二
七
九
鏡
、
一
九
三

O
年
五
月
一
回

目
、
『
園
民
政
府
公
報
』
第
四
六
九
鋭
、
一
九
三

O
年
五
月
一
五
日
、

一一
J
一
一
一
頁
。
な
お
同
じ
文
書
は
『
民
園
史
楢
案
資
料
』
五
/
一
/
財
経

二
、
一
九
J
一
一
一
一
具
に
も
所
枚
。
ま
た
同
じ
趣
旨
の
文
書
と
し
て
、
園

民
政
府
公
函
↓
立
法
院
、
第
三
二
六
六
鋭
、
一
九
三

O
年
五
月
一
五

日
、
園
民
政
府
機
案
(
楢
挽
虫
色
・

8
¥
g
g・
0
C、
園
史
館
磁
。

(
必
)
一
九
二
四
年
の
第
一
次
全
園
代
表
大
舎
を
通
過
し
た
園
民
議
政
綱
の

相
到
外
政
策
は
、
外
債
は
中
園
が
損
失
を
受
け
な
い
範
圏
内
で
償
還
す
る

こ
と
〈
第
四
候
)
、
北
京
政
府
が
起
債
し
た
外
債
の
よ
う
に
、
人
民
の

幸
福
に
つ
な
が
ら
ず
軍
閥
の
維
持
に
役
立
っ
た
だ
け
の
よ
う
な
外
債
の

償
還
に
は
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
(
第
六
僚
)
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い

た
。
中
園
園
民
熱
中
央
委
員
曾
然
史
委
員
舎
『
革
命
文
献
第
七
十
輯

中
園
園
民
熊
謙
一章
政
綱
集
』
一
九
七
六
年
、
三
八
三
頁
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
日
中
関
税
協
定
で
言
及
さ
れ
た
北
京
政
府
時
代
の
日
本
か
ら
の

借
款
に
つ
い
て
は
、
償
還
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
抑
制
)
立
法
院
委
員
の
名
簿
が
中
央
政
治
舎
議
を
通
過
し
た
の
は
一
九
二
八

年
一

O
月
三
一
日
、
就
任
式
は
同
年
一
一
一
月
五
目
だ
っ
た
。
蒋
永
敬

『
民
園
胡
展
堂
先
生
漢
民
年
譜
』
牽
湾
一
商
務
印
書
館
、
一
九
八
一
年
、

四
三
四
J
四
三
五
頁
。
部
元
沖
が
人
選
の
相
談
に
あ
ず
か
っ
て
い
た
こ

と
は
、
前
掲
『
部
元
沖
日
記
』
四
六
八
頁
、
一
九
二
八
年
一

O
月一一一一

日
の
項
な
ど
参
照
。

(
川
崎
〉
『
街
挺
生
自
体
』
中
外
聞
書
出
版
社
、
一
九
七
七
年
、
一

O
二
J
一

O
五
頁
。
郵
召
蔭
委
員
長
以
下
の
メ
ン
バ
ー
略
歴
は
下
記
の
と
お
り

(
徐
友
春
主
編
『
民
園
人
物
大
辞
典
』
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一

年
、
等
に
よ
る
〉
。

都
召
蔭
u

一
八
九
三
年
J
、
庚
東
人
、
ア
メ
リ
カ
留
準
。
ミ
シ
ガ
ン

大
を
経
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
に
皐
ぶ
。
庚
州
図
民
政
府
財
政
部
秘
書
、
同

部
琴
海
閥
監
督
な
ど
歴
任
。

術
誕
生
日
一
八
九

O
年
l
、
湖
北
人
、
日
本
留
皐
後
、
ア
メ
リ
カ
留

皐
。
ミ
シ
ガ
ン
大
に
一
年
在
民
午
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
経
済
摩
修
士
挽
取

得
。
園
定
税
則
委
員
曾
委
員
も
経
験
。

陳
長
萄
日
一
八
八
八
年
l
、
四
川
人
、
ア
メ
リ
カ
留
皐
。
ミ
シ
ガ
ン

大
を
経
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
経
済
皐
修
士
銃
取
得
。
北
京
大
皐
等
の
教

員
を
務
め
た
後
、
園
民
政
府
財
政
部
秘
書
。
抗
日
戦
争
期
に
は
重
慶
市

曾
家
岩
五

O
誠
に
あ
っ
た
彼
の
家
が
貸
出
さ
れ
、
共
産
黛
の
周
恩
来
ら

の
活
動
蟻
勲
に
な
っ
た
。

曾
傑
日
一
八
八
七
年
J
、
湖
南
人
、
日
本
留
率
、
一
度
鋳
圏
し
た
後

ア
メ
リ
カ
留
皐
。
オ
ペ
リ
ン
大
(
前
掲
『
術
誕
生
自
停
』
に
よ
れ
ば
ミ

シ
ガ
ン
大
)
。
園
民
政
府
参
事
。

主
用
賓
一
八
八
一
年
J
、
山
西
人
、
日
本
留
準
。
法
政
大
。
民
園

成
立
後
に
参
議
院
議
員
。

劉
盤
訓
一
一
八
七
五
年
l
、
山
商
人
、
京
師
大
摩
堂
卒
。
清
朝
で
皐

部
の
主
事
を
務
め
、
民
園
成
立
後
は
衆
議
院
議
員
。
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張
鳳
九
日
一
八
八
二
年
l
、
新
彊
人
、
民
園
成
立
後
に
衆
議
院
議

員。

(
川
相
〉
前
掲
『
部
元
沖
日
記
』
四
八
て
四
八
七
頁
。

(
印
〉
前
掲
『
部
元
沖
日
記
』
四
九
九
、
五

O
一
J
五
O
二
頁
。
ま
た
『
立

法
院
公
報
』
第
二
期
、
一
九
二
九
年
、

七
J
一
六
頁
の
各
国
曾
議
の
議

事
録
。

(
日
)
園
定
税
則
委
員
曾
の
主
な
メ
ン
バ
ー
は
下
記
の
と
お
り

〈前
掲
『
民

園
人
物
大
辞
典
』
等
に
よ
る
)
。

委
員
長
(
関
務
署
署
長
兼
任
〉
張
一
幅
運
二
八
九

O
年
J
、
山
東

人
、
ア

メ
リ
カ
留
拳
。
ハ

ー
バ
ー
ド
大
で
法
皐
士
放
と
文
翠
士
践
と
を

取
得
。

北
京
政
府
の
外
交
部
に
務
め
ワ
シ
ン
ト
ン
曾
議
代
表
闘
に
も
参

n
u
o
 

-有
H
N

副
委
員
長
周
典
・
一
八
七
八
年
J
、
河
北
人
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ

リ
カ
に
留
皐
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ

アニ

ア
大
で
商
皐
修
士
抽
仰
を
取
得
。
北
京

政
府
の
農
商
部
に
務
め
ワ
シ
ン
ト

ン
曾
議
代
表
闘
に
も
参
加
。

副
委
員
長
盛
俊
一
新
江
人
、
日
本
留
皐
。

専
門
委
員
李
幹

日
一
九

O
一
年
J
、
江
蘇
人
、
ア
メ
リ
カ
留
察
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
経
済
拳
修
士
読
を
取
得
。

(
臼
〉
行
政
院
↓
財
政
部
密
令
、
一
九
二
九
年
一
一
一
月
三
日
、
第
二
歴
史

檎
案
館
全
宗
銃
一
七
九
|
目
録
貌
二
|
案
巻
放
五
五
三
、
「
修
訂
海

閥
進
口
税
則
副
稿
つ
一
〉
海
関
税
則
巻
第
三
貌
」
内
。
な
お
こ
の

文
書
は
『
民
園
史
楢
案
資
料
』
五
/
一

/
財
経
二
、
二
八
J
二
九
頁
に

所
枚
。

(
臼
)
『
民
闘
史
機
案
資
料
』
五
/

一
/
財
経
二
、
二
九
J
一一一一一
一一貝。

(
M
〉
在
上
海
重
光
線
領
事
↓
幣
原
外
相
、
第
一
四
八
九
放
、
一
九
二
九
年

一
一
一
月
三

O
目
。
『
日
外
交
文
書
』

昭

I
l
-
-三
、
六
七
五
文
書
、

八
七
七
J
八
七
八
頁
。

(
回
)
『
申
報
』
一
九
三

O
年
一
月
七
日
。

(
回
)
一
九
二

0
年
代
末
嘗
時
、
銀
債
格
の
低
落
が
保
護
関
税
に
類
似
し
た

数
果
を
あ
げ
圏
内
産
業
が
成
長
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
『
中
園
銀
行

民
園
十
九
年
度
営
業
報
告
』
一
七
J
二
O
頁
の
記
述
を
は
じ
め
、
蛍
時

の
経
済
関
係
雑
誌
な
ど
も
俸
え
て
い
る
。

(
m
む
財
政
部
↓
園
民
政
府
文
官
庭
第
二
五
六
四
銃
密
函
、
一
九
三

O

年
九
月
九
日
、
第
二
歴
史
楢
案
館
全
宗
挽
一
七
九
|
目
録
銃
二
|
案

各
競
五
五
二
、
「
修
訂
海
閥
進
口
税
則
副
稿
(
一
)
海
関
税
則
巻

第
四
貌
」
内
。

(
叩
山
)
向
上
。

(
回
)
『
民
園
史
楢
案
資
料
』
五
/
一
/
財
経
二
、
二
九
J
三
三
頁
。

〈
印
〉
立
法
院
院
長
胡
漢
民
呈
文
、
一
九
三

O
年
八
月
二
五
日
、
園
民
政

府
文
官
庭
↓
財
政
部
第
五
三
一

O
挽
密
函
、
同
年
八
月
二
七
日
、
第

二
歴
史
檎
案
館
全
宗
鋭

一
七
九
|
目
録
挽
二

|
案
各
競
五
五
二
、

「修
訂
海
閥
準
口
税
則
副
稿
(
一
〉
海
関
税
則
巻

第
四
挽
」
内
。

な
お
『
民
園
史
楢
案
資
料
』
五
/
一

/
財
経
二
、
三
七
J
三
九
頁
に
所

枚。

(
但
〉
『
立
法
院
公
報
』
第
二
六
期
、
一
九
一
三
年
二
月
、
「
立
法
院
舎
議

議
事
録
」
欄
六
J
二
五
頁
。
通
常
の
場
合
、
全
鐙
舎
・
委
員
舎
を
問
わ

ず
舎
議
議
事
録
は
翌
月
の
『
立
法
院
公
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
に

封
し
、
関
税
草
案
を
審
議
し
た
財
政
委
員
舎
の
議
事
録
に
関
し
て
だ
け

は
、
恐
ら
く
機
密
保
護
の
配
慮
か
ら
と
思
わ
れ
る
が
、
関
税
の
公
布
施

行
後
に
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
た
。
た
だ
し
『
立
法
院
公
報
』
に
掲
載
さ
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れ
た
議
事
録
は
き
わ
め
て
関
略
な
も
の
で
あ
り
、
審
議
の
中
身
ま
で
は

剣
明
し
な
い
。

(
位
)
『
申
報
』
一
九
三
O
年

一一

月
二
九
日
。

(臼〉

『
撃
北
日
報
』
一
九
三

O
年
一
一
一
月
三
一
目
、
『
現
代
支
那
之
記

録
』
所
枚
。
『
京
報
』
同
年
一
一
一
月
一
日
、
『
現
代
支
那
之
記
録
』
所

枚
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』
同
年
一
一
一
月
一
九
日

0
2苦
2
(
h
s
号
ろ

N¥
U
2
・¥
H
u
g
-

(
臼
〉
園
民
政
府
質
業
部
編
『
全
図
工
一商
舎
議
奨
編
』
一
九
一
一
一
一
年
三
月
。

な
お
一
九
=
二
年
一
月
、
工
商
部
は
農
破
部
を
併
せ
、
貸
業
部
に
改
名

改
組
し
て
い
る
。

(
伍
)
前
掲
『
全
園
工
商
曾
議
集
編
』
二
四
O

J
二
四
一
、
二
四
四
J
二
四

六
、
二
三
七
J
一一
一一一
八
、
一

一一一一

J
一一二一

一頁。

(
侃
〉
向
上
、
二
二
二
、
二
二
六
J
二
二
七
頁
。

(mU
宋
子
文
「
関
民
政
府
十
八
年
度
財
政
報
告
書
」
『
革
命
文
献
』
第
七

三
輯
、
二
五
二
一
良
〈
原
載
『
中
央
週
報
』
第
一
四
六
期
、
一
九
=
二
年

三
月
二
二
日)。

(

m

∞
〉
小
池
聖
一
「
『
園
家』

と
し
て
の
中
園
、
『
場
』
と
し
て
の
中
園
|

満
州
事
鑓
前
、
外
交
官
の
針
中
園
認
識
|
」

『圏
際
政
治
』
第
一

O
八

鋭
、

一
九
九
五
年
、
一
五
二
頁
。

〔
附
記
〕
さ
き
に
「
日
中
関
税
協
定
的
成
立
過
程
和
三
O
年
関
税
」
と
題
し

た
中
園
語
論
文
を
中
園
海
開
史
第
三
次
園
際
皐
術
研
討
曾
(
一
九
九
五

年
五
月
四
J
六
日
、
香
港
中
文
大
皐
)
第
九
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
報
告
し

た
。
本
稿
は
そ
の
時
の
内
容
を
大
幅
に
補
充
訂
正
し
た
も
の
に
な

っ
て

い
る
。
む
ろ
ん
基
本
的
な
論
旨
に
努
更
は
な
い
。

d
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local political and administrative reform later carried out by Ming　明

authorities during the Hongwu 洪武era following the establishment of the

Lijia institution 里甲制｡

　　

Common to Zhao's proposals and to early Ming reforms were practical

aspects of administrative reform、such as the appointment　of ａ civilian

literatus and scholar to be the officialcounselor of the local governor, and

the direct superintendence of administrative clerks via uniting central and

local affairs.　In addition to parallels within such practical reforms, ａ

common ideological thread runs through Zhao's reform plans and those

reforms instigated by the Ming.　In order to assert that Zhao's reform plans

were in fact precursors of early Ming reform, it is essential to ｃｏ㎡irm that

his suggestions were actually ｅχecuted in practical administrative reforms｡

　　

In general, the basis of Zhao's reform program lay in ａ consideration

of the Gonglun 公論in the process of the formation of local politics.

This article attempts first,to clarify this characteristic of Zhao's thought,

and second, to indicate the historical background of this concept.

THE SINO-JAPANESE TARIFF AGREEMENT AND

　　　　　　　　　　

THE 1930 TARIFF

KUBO Toru

　　

This paper is an investigation of the negotiations that led to the

Sino-Japanese Tariff Agreement and of the Chinese Nationalist govern-

ment's decision-making processes with regard to the 1930　Tariff.　The

results of thisinvestigation are as follows:

　

1）Ｂｏth the　Japanese　and　the　Chinese　governments　were forced to

make concessions. While the Japanese government could not but recognize

the Tariff Autonomy of China, the Chinese Nationalist government was

forced to promise to continue to maintain ａ１０ｗrate on import duties

for one or three years on the several commodities imported primarily from

Japan.

　

2）Ｂｏthgovernments were forced to consider public opinion, especially

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3一



those of industrialists within each country. In China, numerous appeals

by

　

industrial

　

associations

　

to

　

the government, in　addition　to　vigorous

arguments put forward by journalists, wielded undeniable influence.　The

debate in the Legislative Yuan also had an important eifect｡

　

3）Ｔｈｅ decision-making process with regard to the Nationalist govern-

ment's 1930 Tariff suggests that the draft tariff table drawn up by the

Nationalist Tariff Committee of the Ministry of Finance was considerably

revised under pressure from industrialists.　The Legislative　Yuan also

played an important role in this revision process.

－４


